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経
済
産
業
省
の
「
地
域
の

系
統
線
を
活
用
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
面
的
利
用
事
業
費
補
助

金
（
地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ

ド
構
築
支
援
事
業
）」
で
は

前
年
度
に
続
き
２
０
２
０
年

度
も
公
募
が
実
施
さ
れ
、
多

数
の
案
件
が
採
択
さ
れ
た
。

　

地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド

は
電
力
供
給
の
一
形
態
。
通

域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
で

は
、
回
転
型
発
電
機
に
よ
る

電
力
が
減
少
し
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
由

来
の
電
力
が
増
加
す
る
。
系

統
内
の
回
転
型
の
電
力
が
減

る
と
慣
性
が
少
な
く
な
り
負

荷
変
動
に
対
す
る
周
波
数
変

動
が
大
き
く
な
る
。
そ
れ
ら

の
問
題
の
解
決
技
術
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
ス

マ
ー
ト
イ
ン
バ
ー
タ
だ
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
バ
ー
タ

は
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

Ｍ
Ｓ
）
か
ら
の
電
力
指
令
値

に
従
っ
て
充
放
電
電
力
制
御

を
行
っ
て
お
り
、
系
統
の
周

波
数
を
見
て
制
御
は
し
て
い

な
か
っ
た
。
一
方
、
ス
マ
ー

ト
イ
ン
バ
ー
タ
は
自
ら
周
波

数
を
監
視
し
、
付
加
し
た
電

力
│
周
波
数
垂
下
特
性
に
よ

り
周
波
数
が
低
下
す
る
場
合

に
は
電
力
を
多
く
出
力
し
て

周
波
数
低
下
を
抑
制
し
、
逆

に
周
波
数
が
上
昇
す
る
と
き

は
電
力
を
下
げ
て
周
波
数
上

昇
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き

て
周
波
数
が
変
動
す
る
よ
う

な
場
合
、
発
生
電
力
を
制
御

し
て
系
統
の
周
波
数
変
動
を

少
な
く
す
る
機
能
を
持
つ
。

ま
た
電
圧
が
変
動
し
た
場
合

に
は
、
無
効
電
力
を
制
御
し

て
電
圧
の
変
動
量
を
抑
制
す

る
働
き
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
二
次
電
池
電
力

貯
蔵
装
置
（
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）
に

ス
マ
ー
ト
イ
ン
バ
ー
タ
を
設

置
す
る
提
案
が
な
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
バ
ー

タ
は
上
位
の
制
御
装
置
（
Ｅ

る
。
回
転
型
発
電
機
が
少
な

く
な
る
場
合
の
慣
性
力
の
低

下
を
補
え
る
仕
組
み
だ
。

　

地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド

で
は
系
統
の
周
波
数
制
御

能
力
は
小
さ
い
の
で
、
ス

マ
ー
ト
イ
ン
バ
ー
タ
を
実
装

す
る
こ
と
に
よ
り
マ

イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
の

安
定
運
転
を
可
能
に

す
る
。
ま
た
系
統
の

電
圧
に
対
し
て
も
ス

マ
ー
ト
イ
ン
バ
ー
タ

自
身
で
出
す
無
効
電
力
量
を

調
整
し
て
系
統
の
電
圧
維
持

に
貢
献
で
き
る
。
再
エ
ネ
大

量
導
入
時
代
の
電
力
グ
リ
ッ

ド
運
用
に
は
、
ス
マ
ー
ト
イ

ン
バ
ー
タ
の
果
た
す
役
割
が

不
可
欠
だ
。

▼
生
物
多
様
性
条
約

生
物
多
様
性
の
保
全
と

そ
の
持
続
可
能
な
利
用
、

遺
伝
資
源
か
ら
得
ら
れ
る

利
益
の
公
平
な
配
分
を
目

的
と
し
た
国
際
条
約
。
希

少
種
の
国
際
取
引
に
関
す

る
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
や
貴

重
な
湿
地
を
守
る
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
な
ど
を
補
完

し
、
生
物
の
多
様
性
を
包

括
的
に
保
全
し
て
い
く
。

　

１
９
９
２
年
５
月
に
採

択
さ
れ
、
同
年
６
月
の
地

球
サ
ミ
ッ
ト
の
期
間
中
に

署
名
を
求
め
（
こ
の
と
き

日
本
も
署
名
）、
１
９
９

３
年
12
月
に
発
効
し
た
。

２
０
２
０
年
10
月
時
点
の

締
約
国
数
は
１
９
６
。

▼
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス

語
義
と
し
て
は
、
電
気

を
使
う
側
の
需
要
（
デ
マ

ン
ド
）
を
電
力
会
社
な
ど

の
要
請
に
応
じ
て
反
応

（
レ
ス
ポ
ン
ス
）
さ
せ
る

こ
と
。
電
力
会
社
な
ど
が

需
給
の
逼
迫
時
に
、
需
要

家
に
省
エ
ネ
行
動
な
ど
で

電
力
の
使
用
を
抑
え
て
も

ら
い
、
そ
の
抑
制
分
に
対

価
を
支
払
う
ネ
ガ
ワ
ッ
ト

取
引
も
そ
の
１
つ
。
ネ
ガ

ワ
ッ
ト
と
は
使
用
の
抑
制

で
生
み
出
さ
れ
た
余
剰
の

電
力
を
、
新
た
に
発
電
し

た
電
力
と
み
な
し
て
扱
う

こ
と
。
容
量
市
場
で
は
、

こ
の
電
力
を
組
み
合
わ
せ

た
も
の
も
対
象
の
電
源
に

含
ん
で
い
る
。

常
運
転
時
は
電
力
系
統
と
１

点
で
接
続
し
て
お
り
、
マ
イ

ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
内
部
で
需
給

調
整
し
、
連
系
電
力
を
調
整

す
る
。
し
か
し
電
力
系
統
が

災
害
で
停
電
し
た
場
合
な
ど

は
、
そ
の
連
系
点
を
切
り
離

し
、
自
立
運
転
を

し
て
マ
イ
ク
ロ
グ

リ
ッ
ド
内
へ
電
力

を
供
給
す
る
。
こ

の
よ
う
な
運
転
が

可
能
に
な
れ
ば
レ

ジ
リ
エ
ン
シ
ー
の
強
化
に
つ

な
が
り
、
人
命
救
助
な
ど
に

も
貢
献
す
る
こ
と
か
ら
、
自

然
災
害
が
多
発
す
る
今
後
の

社
会
に
は
必
要
不
可
欠
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

　

通
常
、
自
立
運
転
す
る
地
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家
庭
で
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
実
態
調
査
を
、
２
０
１

７
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
環
境
省
は

２
０
２
０
年
９
月
、
２
０
１
９
年
度
結

果
の
速
報
値
を
公
表
し
た
。
３
回
目
の

今
回
、
世
帯
当
た
り
の
年
間
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
は
前
年
度
の
２
・
90
㌧-

Ｃ
Ｏ
２

（
以
下
「
㌧
」）
か
ら
３
・
４
％
減
っ
て

２
・
80
㌧
と
な
っ
た
。
初
回
調
査
時
の

３
・
20
㌧
に
比
べ
て
12
・
５
％
の
減
少

に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
調
査
期
間
（
２
０
１
９
年

４
月
〜
２
０
２
０
年
３
月
）
が
政
府
の

緊
急
事
態
宣
言
前
に
終
了
し
て
い
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
明
確
に
は
表
れ
て
い
な

順
と
な
っ
た
。
全
国
10
地
方
の
う
ち
世

帯
当
た
り
の
年
間
排
出
量
が
初
回
調
査

か
ら
最
も
減
少
し
た
の
は
九
州
で
28
・

５
％
減
、
次
い
で
近
畿
の
16
・
９
％
減
、

北
陸
の
15
・
８
％
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

調
査
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
構
成
、

住
宅
の
建
て
方
、
電
気
や
ガ
ス
な
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
、
家
電
製
品
別
の

使
用
状
況
と
い
っ
た
延
べ
４
９
６
項
目

に
わ
た
り
詳
細
に
行
っ
た
。
全
国
10
地

方
の
店
舗
な
ど
と
の
併
用
以
外
の
住
宅

に
住
む
１
万
３
０
０
０
世
帯
を
対
象
に

い
と
し
て
い
る
。

　

世
帯
当
た
り
の
年
間
排
出
量
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
種
別
に
よ
る
内
訳
は
、
電
気
使

用
が
最
も
多
く
67
・
１
％
を
占
め
、
都

市
ガ
ス
（
14
・
３
％
）、
灯
油
（
12
・

９
％
）、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
（
５
・
７
％
）
の

初
回
調
査
か
ら
12
・
５
％
減
少

実
施
し
、

９
６
６
０

世
帯
の
回

答
を
集
計

し
た
（
有
効
回
答
率
74
・
３
％
）。
家

電
の
使
用
状
況
な
ど
と
排
出
量
と
の
要

因
分
析
は
、
今
年
３
月
ま
で
に
ま
と
め

る
確
報
値
で
公
表
す
る
予
定
。
環
境
省

は
今
後
も
調
査
を
継
続
し
、
温
暖
化
対

策
の
検
討
な
ど
に
活
用
し
て
い
く
。
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こ
の
季
節
は

指
先
が
乾
燥
し

て
ひ
び
割
れ
て

困
る
。
冬
は
湿

度
が
低
い
か
ら

だ
ろ
う
と
、
東
京
の
１
月
平

均
値
を
気
象
庁
の
デ
ー
タ
で

調
べ
て
み
た
。
昨
年
は
65
％

で
数
年
さ
か
の
ぼ
っ
て
も
50

％
を
下
る
年
は
な
か
っ
た
。

▼
思
い
の
ほ
か
高
い
数
値
に

頭
を
ひ
ね
る
と
理
系
の
娘
が

同
じ
湿
度
で
も
夏
と
冬
で
は

空
気
中
の
水
分
量
は
違
う
と

冷
や
や
か
な
目
を
向
け
た
。

空
気
が
水
蒸
気
を
蓄
え
ら
れ

る
最
大
量
は
気
温
で
変
わ

る
。
暖
か
い
と
多
く
寒
け
れ

ば
少
な
い
。
お
湯
が
冷
水
よ

り
も
砂
糖
を
多
く
溶
か
す
よ

う
な
も
の
と
教
え
て
く
る
。

気
温
30
℃
の
空
気
中
の
水
蒸

気
の
最
大
量
は
１
立
方
㍍
当

た
り
約
30
㌘
で
、
10
℃
な
ら

約
９
㌘
だ
と
い
う
。
湿
度
は

最
大
量
に
対
す
る
現
在
の
水

蒸
気
量
の
割
合
だ
か
ら
同
じ

50
％
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
約
15

㌘
と
約
４
・
５
㌘
に
な
る
。

▼
な
ら
ば
温
暖
化
が
進
め
ば

冬
の
乾
燥
は
和
ら
ぐ
と
い
う

呑
気
な
物
言
い
に
、
再
び
冷

た
い
視
線
が
刺
さ
る
。
気
温

が
上
が
り
空
気
が
水
分
を
多

く
た
め
込
め
ば
雨
の
頻
度
は

減
少
し
そ
の
分
、
一
度
に
降

る
雨
は
大
量
に
な
る
。
日
本

庭
園
に
あ
る
鹿し

し

威お
ど

し
の
竹
筒

が
太
く
な
れ
ば
水
は
多
く
た

ま
り
重
さ
で
傾
く
回
数
は
減

る
が
、
一
度
に
流
れ
る
水
量

は
大
き
い
。
そ
れ
を
自
然
災

害
に
な
ぞ
ら
え
な
さ
い
と
、

も
は
や
目
線
は
上
か
ら
だ
。

▼
指
先
の
乾
燥
に
は
ク
リ
ー

ム
を
塗
っ
て
対
処
し
、
温
暖

化
対
策
を
考
え
る
よ
う
に
す

る
よ
と
、
家
族
が
揃
っ
た
正

月
の
席
で
娘
に
答
え
た
。

は
「
脱
炭
素
社
会
」「
循
環

経
済
」「
分
散
型
社
会
」
と

い
う
３
つ
の
要
素
へ
の
移
行

を
基
軸
に
活
動
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
た
。

　
「
脱
炭
素
社
会
へ
の
移
行
」

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
の

回
復
期
に
見
込
ま
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
要
の
増
大
を
想
定

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
再
エ
ネ
）
の
拡
大
、
水
素

活
用
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
の
脱
炭
素
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
プ
ロ
セ
ス
で
の
効
率
化

な
ど
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

中
の
緩
和
で
感
染
症
対
策
に

も
つ
な
が
る
よ
う
、
テ
レ

ワ
ー
ク
な
ど
の
新
た
な
働
き

方
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
自
立
分

散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な

ど
の
推
進
が
重
要
と
し
た
。

　

今
回
立
ち
上
げ
た
オ
ン
ラ

イ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

は
閣
僚
級
会
合
後
も
継
続
的

に
最
新
動
向
を
公
開
し
て
い

き
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
へ
の
機
運
の

高
ま
り
を
目
指
し
て
い
く
。

喫
緊
の
課
題
。「
循
環
経
済

へ
の
移
行
」
で
は
、
経
済
復

興
と
環
境
対
策
を
同
時
に
進

め
、
環
境
と
経
済
の
好
循
環

を
も
た
ら
す
こ
と
が
重
要
だ

と
し
た
。
そ
の
た
め
の
施
策

に
、
廃
棄
物
の
循
環
利
用
、

ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
と
し
て
の
資

源
循
環
活
動
、
自
然
資
源
の

持
続
可
能
な
利
用
な
ど
を
挙

げ
て
い
る
。「
分
散
型
社
会

へ
の
移
行
」
で
は
、
一
極
集

フ
ォ
ー
ム
）
も
立
ち
上
げ
て

い
る
。こ
こ
で
は
各
国
閣
僚
、

国
際
機
関
、
企
業
な
ど
か
ら

の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
掲

載
さ
れ
、
閣
僚
級
会
合
開
催

日
に
は
国
連
の
事
務
総
長
も

あ
い
さ
つ
を
寄
せ
た
。

　

会
合
で
は
「
リ
デ
ザ
イ
ン

（
再
設
計
）
と
３
つ
の
移
行
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
へ
の
支

持
が
得
ら
れ
た
。
こ
こ
で
う

た
う
リ
デ
ザ
イ
ン
と
は
、
単

に
新
型
コ
ロ
ナ
で
打
撃
を
受

け
る
前
の
社
会
に
戻
す
の
で

は
な
く
、
持
続
可
能
で
強
靭

な
社
会
経
済
の
シ
ス
テ
ム
に

再
設
計
す
る
こ
と
。
そ
れ
に

　

環
境
省
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
気
候
変
動
と
い

う
２
つ
の
危
機
を
乗
り
越
え

る
に
は
世
界
各
国
が
協
力
し

連
携
し
た
取
り
組
み
が
不
可

欠
で
あ
る
と
し
て
閣
僚
級
会

合
を
開
催
し
た
。
会
合
に
合

わ
せ
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復

興
や
気
候
変
動
・
環
境
対
策

に
関
す
る
各
国
の
取
り
組
み

を
共
有
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
オ
ン
ラ
イ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト

2020年秋季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答

え
は
、
左
の
通
り
で

す
。
水
色
の
二
重
囲

み
マ
ス
に
あ
る
４
つ

の
文
字
を
組
み
合
わ

せ
た
「
ユ
ネ
ッ
プ
」
が

正
解
。
今
回
も
、
８
面

に
楽
し
い
パ
ズ
ル
を
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 （25周年記念サイト）

月
を
予
定
し
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
１
年
延
期
さ
れ

た
。
温
暖
化
対
策
の
国
際
的

枠
組
み
「
パ
リ
協
定
」
の
運

用
が
始
ま
っ
て
以
降
、
初
め

て
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
と
な
る
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
は
こ
れ
ま
で
毎
年

開
か
れ
て
い
た
が
間
隔
が
２

年
空
く
こ
と
で
温
暖
化
対
策

が
停
滞
し
な
い
よ
う
閣
僚
級

会
合
が
開
か
れ
た
。

　

環
境
省
は
２
０
２
０
年
９
月
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
の
復
興
と
気
候
変
動
・
環
境
対
策
に
関
す
る
『
オ
ン

ラ
イ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
』
閣
僚
級
会
合
」
を
開
催
し
、
話
し
合
い
の
成
果
な
ど
を
ま
と
め
た
議
長
総
括
を
発
表

し
た
。
ウ
ェ
ブ
で
開
か
れ
た
会
合
に
は
、
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
26
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）
の
議
長
国

で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
46
カ
国
の
閣
僚
ら
が
発
言
し
、
書
面
の
情
報
提
供
も
含
め
計
96
カ
国
が
参
加
し
た
。 無 料

答えは「ユネップ」でした。
（ユネップ：国連環境計画の略称）
多数のご応募ありがとうございました。

企画/編集：ダイアローグ　校正：ディクション

３
新
連
載　

中
小
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

目
指
す
ゴ
ー
ル
は
自
社
事
業
の
中
に

３
新
連
載　

Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ
Ｃ
ａ
ｒ
ｂ
ｏ
ｎ
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ　

自
治
体
の
挑
戦

挑
戦
を
続
け
「
い
ま
」
を
築
く　
【
埼
玉
県
秩
父
市
】

４
日
本
テ
ク
ノ
設
立
25
周
年
活
動

感
謝
を
込
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

４
日
本
テ
ク
ノ
設
立
25
周
年
活
動

河
村
隆
一
さ
ん
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
記
念
音
楽
Ｃ
Ｄ
完
成

連
載
記
事
ほ
か　

脱
炭
素
移
行
な
ど
コ
ロ
ナ
後
を
再
設
計

日
本
主
催
の
閣
僚
級
会
合
で
認
識
を
共
有

■
特
集
日
本
テ
ク
ノ
の
電
気
保
安
管
理

７

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
／
主
装
置
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｙ

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
／
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
／
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
ほ
か

環
境
価
値
、全
証
書
の
取
引
始
動

Ｆ
Ｉ
Ｔ
非
化
石
証
書
（
再
エ

ネ
指
定
）取
引
の
約
定
量
は
、

約
６
・
３
億
㌔
㍗
時
、
約
定

価
格
は
１
・
20
円
／
㌔
㍗
時

だ
っ
た
。

　

石
炭
や
石
油
な
ど
の
化
石

燃
料
を
使
用
せ
ず
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
が
ほ
ぼ
な
い
再
エ

ネ
や
原
子
力
に
よ
る
も
の
を

非
化
石
電
源
と
い
い
、
そ
の

環
境
価
値
を
証
書
化
し
て
売

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ

ネ
）固
定
価
格
買
取
制
度（
Ｆ

Ｉ
Ｔ
）
に
由
来
し
な
い
非
Ｆ

Ｉ
Ｔ
電
源
の
非
化
石
証
書
が

取
引
さ
れ
た
。
こ
の
市
場
に

Ｆ
Ｉ
Ｔ
対
象
外
の
電
源
が
加

わ
っ
た
こ
と
で
、
電
源
が
持

つ
電
気
の
価
値
と
環
境
価
値

は
完
全
に
分
離
さ
れ
、
環
境

価
値
は
す
べ
て
証
書
で
取
引

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
非

　

電
力
の
売
買
が
行
わ
れ
て

い
る
日
本
卸
電
力
取
引
所

（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
）
で
２
０
２
０

年
11
月
、
２
０
２
０
年
度
分

第
２
回
非
化
石
価
値
取
引

市
場
が
開
か
れ
、
初
め
て
再

買
す
る
の
が
非
化
石
価
値
取

引
市
場
だ
。
２
０
１
８
年
５

月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
は
設
備
認
定
の
制
度

が
整
っ
て
い
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
源

を
先
行
し
て
扱
っ
て
い
た
。

　

証
書
の
買
い
手
と
な
る
小

売
電
気
事
業
者
は
、
２
０
３

０
年
度
に
非
化
石
電
源
比
率

を
44
％
以
上
に
す
る
よ
う
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
証
書
の
購
入
分
は
、
電

源
比
率
の
報
告
に
組
み
込
む

こ
と
が
で
き
る
。

Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
市
場
非
Ｆ
Ｉ
Ｔ
非
化
石
証
書
加
わ
る

家庭のCO2排出量 前年度比３．４％減
環境省 2019年度実態統計調査

《 閣僚級会合 議長総括の主なポイント 》

全３種類の非化石証書

項
目
も
あ
っ
た
。
各
国
の
国

別
目
標
が
愛
知
目
標
達
成
に

必
要
な
内
容
と
必
ず
し
も
整

合
し
て
い
な
か
っ
た
と
指
摘

し
た
。
２
０
５
０
年
を
見
据

え
た
戦
略
計
画
の
長
期
目
標

「
自
然
と
の
共
生
」
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
関
連
す
る

取
り
組
み
の
拡
大
、
気
候
変

動
対
策
、
生
産
や
消
費
様
式

の
変
革
と
い
っ
た
行
動
を
個

別
で
は
な
く
連
携
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
す
る
。

　

こ
の
報
告
書
は
、
２
０
２

１
年
に
中
国
で
の
開
催
が
決

ま
っ
て
い
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
で
採

択
予
定
の
新
た
な
世
界
目
標

を
検
討
す
る
際
、
科
学
的
情

報
を
提
供
す
る
基
礎
資
料
と

な
る
。

は
未
達
成
で
あ
る
と
結
論
づ

け
た
。
海
洋
に
蓄
積
す
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
が
生
態
系

に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し

知
目
標
で
完
全
に
達
成
で
き

た
も
の
は
な
く
、
外
来
種
の

制
御
や
保
護
地
域
の
指
定
、

遺
伝
資
源
の
平
等
利
用
な
ど

６
つ
の
目
標
が
部
分
的
に
達

成
で
き
た
だ
け
で
、
残
る
14

含
む
）」
の
最
終
報
告
書
で

も
あ
る
。
各
国
か
ら
提
出
さ

れ
た
国
別
報
告
書
や
各
種
の

研
究
デ
ー
タ
を
も
と
に
分
析

さ
れ
た
。

20
の
個
別
目
標
が
あ
る
愛

　

Ｇ
Ｂ
Ｏ
５
は
、
２
０
１
０

年
の
生
物
多
様
性
条
約
第
10

回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

10
）
で
採
択
さ
れ
た
「
生
物

多
様
性
戦
略
計
画
２
０
１
１

│
２
０
２
０
（
愛
知
目
標
を

て
い
る
こ
と
や
野
生
生
物
の

個
体
数
が
２
０
１
０
年
以
降

も
減
少
し
続
け
る
事
態
な
ど

達
成
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る

生
物
多
様
性
保
全
目
標
達
成
遠
く

分
析
報
告
書
２
０
２
０
年
ま
で
の
愛
知
目
標
を
検
証

　

環
境
省
は
２
０
２
０
年
９
月
、
生
物
多
様
性
条
約
（
左
欄
用
語
解
説

）
事
務

局
か
ら
世
界
目
標
の
達
成
状
況
を
分
析
し
た
報
告
書
「
地
球
規
模
生
物
多
様
性
概
況

第
５
版
（
Ｇ
Ｂ
Ｏ
５
）」
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
、
そ
の
一
部
を
日
本
語
版
と

し
て
公
開
し
た
。
報
告
書
は
目
標
が
未
達
成
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

愛知目標20項目と達成状況

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
量
導
入
時
に

スマ
ー
ト
イ
ン
バ
ー
タ
が
果
た
す
役
割

▼
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26

国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条

約
第
26
回
締
約
国
会
議
。
２

０
２
１
年
11
月
に
イ
ギ
リ
ス

の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
開
催
さ
れ

る
。
当
初
は
２
０
２
０
年
11
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証書 対象電源 売手 買手

再
エ
ネ
指
定

Ｆ
Ｉ
Ｔ
非
化
石
証
書

FIT電源
（太陽光、風力、小水
力、バイオマス、地
熱）

低
炭
素
投
資
促
進
機
構

小
売
電
気
事
業
者

非
Ｆ
Ｉ
Ｔ
非
化
石
証
書

非FIT再エネ電源
（大型水力、卒FIT電
源など)

発
電
事
業
者指

定
な
し

非
Ｆ
Ｉ
Ｔ
非
化
石
証
書

非FIT非化石電源
（原子力、大型水力、
卒FIT電源など)

１ 生物多様性の価値と保全行動
を人々が認識する

２ 生物多様性の価値を、国や地方
の戦略に組み込む

３
生物多様性を害する補助金な
どを廃止、保全を進める措置を
策定する

４ 持続可能な生産と消費の計画
を実施する

５ 自然生息地の損失を半減また
はゼロに近づける

６ 水産資源の過剰な漁獲を避ける

７ 農業や林業などが持続可能に
管理される

８ 過剰栄養などの汚染を有害で
ない水準に抑える

９ 侵略的な外来種を制御し根絶
させる

10 サンゴ礁や脆弱な生態系への悪影響を抑え、保護していく

11 陸域の17％、海域の10％を保護地域などに指定する

12 絶滅が危ぶまれている生物種の保護を進める

13 遺伝子の多様性を保護する戦略を進める

14 生態系が人に与える恩恵（サービス）を回復し保護していく

15 劣化した生態系を15％以上回復させ温暖化問題などに役立てる

16 遺伝資源の取得や利用を平等にする国の制度を整備する

17 各国が生物多様性の国家戦略を策定し実施する

18 地域社会の伝統を尊重し制度に反映させる

19 生物多様性の知識や科学技術を広く共有していく

20 生物多様性保全のための資金を増加させる

■未達成の目標（14）　■部分的に達成した目標（６）

　新型コロナウイルス感染症の拡大によって世界経
済は大きな打撃を受けた。力強い回復の起爆剤に
なるのは環境と成長の好循環だ。各国の感染症対
策と環境対策の行動や知見を共有し、コロナ禍でも
気候変動への取り組みが後退しないよう機運を高め
ることが重要。そのため「オンライン・プラットフォ
ーム」を立ち上げ、閣僚級会合を開催した。

＜共有した認識など＞
◉ リデザイン（再設計）と３つの移行
・ コロナ以前に戻すのではなく、より強い世界への
リデザイン（再設計）が必要。そのために「脱炭
素社会」「循環経済」「分散型社会」という３要素
への移行を機軸にしていく。
＜脱炭素社会＞ コロナ回復期には温室効果ガス排出量

の増加を再エネ拡大などで抑える
＜循環経済＞ 経済復興と環境対策を同時に進め、自

然資源の持続可能な利用などに留意
＜分散型社会＞ 感染症対策にも資する、新たな働き方、

デジタル化、自立分散型エネルギーの
導入などを進める

◉ 対策のために必要な横断的事項など
・コロナ後を意識した各国の排出削減目標の更新
・ 各主体の役割、科学に基づく政策決定の重要性を
確認。気候変動の課題には技術開発も重要
◉ オンライン・プラットフォームについて
・ リデザイン（再設計）のコンセプトを掲げたプラッ
トフォームがCOP26の成功に向けて重要な役割
を示すと各国から支持を受けた

■
年
頭
あ
い
さ
つ
２
０
２
１
年
初
号
に
寄
せ
て

４

「
思
考
」の
結
果
を「
行
動
」に
移
す

http://www.n-techno.co.jp
https://www.nichidenkyo.jp/lp/index3.html
http://econews.jp/newspaper/frontline/
https://econews.jp/newspaper/verbal/index.html
https://eqm.page.link/ebgP
http://econews.jp/newspaper/crossword/
https://www.nichidenkyo.jp/
http://www.n-techno.co.jp/
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日本テクノ 営業拠点一覧

本
社
営
業
部

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１- 

25-

１

札
幌
営
業
所

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
２-

５

苫
小
牧
営
業
所

北
海
道
苫
小
牧
市
王
子
町
３-

２- 

23

秋
田
営
業
所

秋
田
県
秋
田
市
東
通
仲
町
４-

１

盛
岡
営
業
所

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
２-

９-

１

仙
台
営
業
所

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
中
央
１- 

６-

35

郡
山
営
業
所

福
島
県
郡
山
市
駅
前
２- 

10- 

15

新
潟
営
業
所

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
弁
天
３-

２-

３

長
岡
営
業
所

新
潟
県
長
岡
市
今
朝
白
１-

８  - 

18

高
崎
営
業
所

群
馬
県
高
崎
市
八
島
町
２
７
４

宇
都
宮
営
業
所

栃
木
県
宇
都
宮
市
大
通
り
２-

４-

３

小
山
営
業
所

栃
木
県
小
山
市
駅
東
通
り
１-

６-

９

水
戸
営
業
所

茨
城
県
水
戸
市
城
南
１-

４-

７

つ
く
ば
営
業
所

茨
城
県
つ
く
ば
市
竹
園
１-

６-

１

熊
谷
営
業
所

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
２- 

15

さ
い
た
ま
営
業
所

埼
玉
県
戸
田
市
新
曽
７
７
９-

１

西
埼
玉
営
業
所

埼
玉
県
入
間
市
豊
岡
１-

３- 

18

柏

営

業

所

千
葉
県
柏
市
柏
４-

８- 

14

千
葉
営
業
所

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
新
田
町
１-

１

立
川
営
業
所

東
京
都
立
川
市
曙
町
２- 

35-

２

横
浜
営
業
所

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
３- 

19-

11

相
模
原
営
業
所

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
鹿
沼
台
２- 

17-

18

横
須
賀
営
業
所

神
奈
川
県
横
須
賀
市
小
川
町
14-

１

湘
南
営
業
所

神
奈
川
県
平
塚
市
宝
町
３-

１

長
野
営
業
所

長
野
県
長
野
市
栗
田
１
０
０
０-

１

松
本
営
業
所

長
野
県
松
本
市
深
志
２-

５-

２

甲
府
営
業
所

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
２- 

29-

４

沼
津
営
業
所

静
岡
県
沼
津
市
大
手
町
３-

８- 

23

静
岡
営
業
所

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
紺
屋
町
17-

１

浜
松
営
業
所

静
岡
県
浜
松
市
中
区
板
屋
町
１
１
１-

２

岡
崎
営
業
所

愛
知
県
岡
崎
市
唐
沢
町
11-

５

名
古
屋
営
業
所

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
葵
３- 

15- 

31

金
沢
営
業
所

石
川
県
金
沢
市
広
岡
３- 

１-

１

岐
阜
営
業
所

岐
阜
県
岐
阜
市
橋
本
町
２-

８

滋
賀
営
業
所

滋
賀
県
彦
根
市
佐
和
町
11- 

30

三
重
営
業
所

三
重
県
四
日
市
市
鵜
の
森
１-

３- 

20

京
都
営
業
所

京
都
府
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
御
池
下
ル
虎
屋
町
５
６
６-

１

大
阪
営
業
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
４- 

14-

３

堺

営

業

所

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
花
田
口
町
２-

３- 

20

神
戸
営
業
所

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
磯
上
通
８-

３-

５

姫
路
営
業
所

兵
庫
県
姫
路
市
南
駅
前
町
１
０
０

島
根
営
業
所

島
根
県
松
江
市
御
手
船
場
町
５
５
３-

６

岡
山
営
業
所

岡
山
県
岡
山
市
北
区
下
石
井
２-

１- 

18

広
島
営
業
所

広
島
県
広
島
市
東
区
若
草
町
12-

１

山
口
営
業
所

山
口
県
山
口
市
小
郡
高
砂
町
２-

７

高
松
営
業
所

香
川
県
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
２-

１

松
山
営
業
所

愛
媛
県
松
山
市
一
番
町
３-

３-

３

北
九
州
営
業
所

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
浅
野
２- 

14-

１

福
岡
営
業
所

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
東
比
恵
３-

14-

31

大
分
営
業
所

大
分
県
大
分
市
末
広
町
１-

１- 

18

長
崎
営
業
所

長
崎
県
長
崎
市
桜
町
５-

３

熊
本
営
業
所

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
花
畑
町
１- 

７

鹿
児
島
営
業
所

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
中
央
町
18-

１

沖
縄
営
業
所

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１-

１-

１

０
１
２
０
ー

３
０
８
ー

５
１
２
受
付
９
時
30
分
〜
17
時
00
分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
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４
年
後
の
供
給
電
力
９
割
強
を
確
保

容
量
市
場
初
入
札
約
１・７
億
㌔
㍗
約
定

森
と
生
き
る
未
来
の
提
案

　

林
野
庁
の
有
志
職
員
が
立
ち
上

げ
た
「
森
林
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
は
２
０
２
０
年
９
月
、

企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
か
ら
得
ら
れ
た
情

報
を
ま
と
め
コ
ン
セ
プ
ト
ブ
ッ
ク

『
私
た
ち
と
森
の
こ
れ
か
ら
〜
幸

せ
な
未
来
に
向
け
た
５
つ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
〜
』
と
し
て
公
表
し
た
。

林
野
庁
サ
イ
ト
の
「
森
林
×
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
森

や
木
へ
の
関
わ
り
を
深
め
暮
ら
し

を
豊
か
に
す
る
取
り
組
み
の
普

及
。
コ
ン
セ
プ
ト
ブ
ッ
ク
に
は
、

端
材
や
間
伐
材
を
微
粒
子
に
し
て

糸
に
紡
い
で
つ
く
る
〝
木
の
服
〞、

ト
ド
マ
ツ
の
枝
葉
を
蒸
留
し
抽
出

す
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
、

廃
棄
さ
れ
る
古
い
タ
ン
ス
を
ア
ー

ト
作
品
の
よ
う
に
リ
メ
イ
ク
す
る

取
り
組
み
、
木
材
で
つ
く
る
高
層

ビ
ル
の
計
画
な
ど
、
持
続
可
能
で

心
地
よ
い
暮
ら
し
を
想
像
さ
せ
る

事
例
が
多
数
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

台
風
接
近
数
増
東
京
は
１
・
５
倍

　

気
象
庁
気
象
研
究
所
は
２
０
２

０
年
８
月
、
過
去
40
年
で
太
平
洋

側
に
接
近
す
る
台
風
が
増
え
た
と

す
る
研
究
結
果
を
公
表
し
た
。
１

９
８
０
〜
２
０
１
９
年
の
観
測
・

解
析
デ
ー
タ
を
用
い
て
詳
細
な
調

査
を
実
施
し
た
。
こ
の
40
年
間
は

静
止
気
象
衛
星
ひ
ま
わ
り
の
運
用

が
開
始
さ
れ
デ
ー
タ
の
信
頼
性
が

向
上
し
た
期
間
と
さ
れ
る
。

　

東
京
で
は
、
前
半
20
年
に
比
べ

後
半
20
年
の
台
風
接
近
数
が
約

１
・
５
倍
に
な
っ
た
。
ま
た
強
度

の
強
い
台
風
の
接
近
頻
度
も
増
加

し
、
移
動
速
度
が
遅
く
な
っ
て
い

る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
日
本
付
近

の
気
圧
配
置
の
変
化
や
海
面
水
温

の
上
昇
な
ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ

る
。
今
後
は
地
球
温
暖
化
や
長
期

的
な
気
候
変
動
な
ど
と
の
関
連
に

つ
い
て
解
析
を
進
め
て
い
く
。

北
極
の
海
氷
面
積
史
上
２
番
目
の
小
さ
さ

　

水
循
環
変
動
観
測
衛
星
し
ず
く

か
ら
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
観
測
活

動
を
行
っ
て
い
る
国
立
極
地
研
究

所
（
極
地
研
）
と
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
は
２
０

２
０
年
９
月
、
北
極
海
の
海
氷
面

積
が
観
測
史
上
２
番
目
の
小
さ
さ

を
記
録
し
た
と
発
表
し
た
。

　

北
極
海
の
海
氷
面
積
は
年
間
を

通
じ
て
変
化
し
て
お
り
、
毎
年
９

月
に
最
も
小
さ
く
な
る
。
２
０
２

０
年
は
９
月
13
日
に
３
５
５
万
平

方
㌔
㍍
の
最
小
値
を
記
録
し
た
。

こ
れ
は
衛
星
観
測
が
本
格
始
動
し

た
１
９
７
９
年
以
降
で
は
２
０
１

２
年
に
次
い
で
小
さ
い
値
だ
っ

た
。
極
地
研
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
、
気

候
変
動
の
影
響
が
最
も
顕
著
に
表

れ
る
と
さ
れ
る
北
極
域
の
観
測
を

今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

緩
和
す
る
た
め
の
経
過
措
置

を
加
味
し
た
額
）に
な
っ
た
。

４
１
３
７
円
。
総
額
は
１
兆

５
９
８
７
億
円
（
小
売
電
気

事
業
者
の
急
激
な
負
担
増
を

標
調
達
量
を
１
億
７
７
４
７

万
㌔
㍗
と
し
て
い
た
。
約
定

価
格
は
１
㌔
㍗
当
た
り
１
万

　

初
入
札
で
取
引
さ
れ
た
の

は
４
年
後
の
２
０
２
４
年
度

の
供
給
力
。
広
域
機
関
は
目

　

将
来
の
電
力
の
供
給
力
を
取
引
す
る
容
量
市
場
の
初
入
札
結
果
が
２
０
２
０
年
９
月
に

ま
と
ま
り
、
市
場
管
理
者
で
あ
る
電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
（
広
域
機
関
）
が
公
表
し

た
。
約
定
量
は
１
億
６
７
６
９
万
㌔
㍗
で
目
標
調
達
量
の
約
94
％
が
確
保
で
き
た
。

　

こ
こ
で
決
定
し
た
将
来
の

供
給
力
に
対
す
る
費
用
は
、

需
要
家
に
電
気
を
販
売
し
て

い
る
小
売
電
気
事
業
者
が
シ

ェ
ア
に
応
じ
て
負
担
し
て
い

く
。
ま
た
、
電
気
の
送
配
電

事
業
を
担
っ
て
い
る
一
般
送

配
電
事
業
者
も
費
用
の
一
定

額
を
負
担
す
る
。

　

約
定
し
た
供
給
力
の
内
訳

は
、
電
源
の
種
類
別
に
見
て

火
力
や
原
子
力
、
大
規
模
水

力
な
ど
の
「
安
定
電
源
」
が

94
・
７
％
、
太
陽
光
や
風
力

な
ど
の
「
変
動
電
源
」
が
２
・

８
％
、
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ

ン
ス
（
１
面
用
語
解
説

）

や
小
規
模
電
源
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
た「
発
動
指
令
電
源
」

が
２
・
５
％
と
な
っ
た
。
な

お
、
入
札
し
た
電
源
の
97
％

が
約
定
し
て
い
る
。
約
定
し

た
発
電
事
業
者
は
４
年
後
の

該
当
年
度
に
容
量
確
保
契
約

金
額
を
受
け
取
る
。

　

供
給
力
確
保
の
た
め
の

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
来
年
度
以

降
も
毎
年
、
広
域
機
関
に
よ

り
開
催
さ
れ
順
次
４
年
後
に

必
要
な
量
を
調
達
す
る
。

eco topicseco topics
食
べ
残
し
の
持
ち
帰
り
を
広
め
る
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表

　

環
境
省
、
消
費
者
庁
、
農
林
水
産
省
、
ド
ギ
ー
バ

ッ
グ
普
及
委
員
会
が
主
催
し
た
「
Ｎ
ｅ
ｗ
ド
ギ
ー
バ

ッ
グ
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
結
果
が
２
０
２
０

年
10
月
、
発
表
さ
れ
た
。
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
と
は
飲
食

店
な
ど
で
食
べ
残
し
て
し
ま
っ
た
料
理
を
持
ち
帰
る

た
め
の
容
器
の
こ
と
。
持
ち
帰
り
は
ア
メ
リ
カ
な
ど

で
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
ま
だ
普

及
に
至
っ
て
い
な
い
。
食
べ
き
れ
な
か
っ
た
料
理
を

自
己
責
任
で
持
ち
帰
る
習
慣
を
広
め
食
品
ロ
ス
を
減

ら
そ
う
と
同
コ
ン
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
た
。
募
集
し

た
の
は
、
持
ち
帰
る
行
為
や
行
動
を
指
す
日
本
な
ら

で
は
の
新
し
い
名
称
（
ネ
ー
ミ
ン
グ
）
と
、
持
ち
帰

り
用
容
器
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
。
２
０
２
０
年

３
月
末
か
ら
８
月
16
日
ま
で
応
募
を
呼
び
掛
け
た
。

　

合
計
約
２
７
０
０
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
ネ

ー
ミ
ン
グ
の
部
の
大
賞
は
「
ｍ
ｏ
ｔ
ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
（
モ

ッ
テ
コ
）」
が
選
ば
れ
、デ
ザ
イ
ン
の
部
（
一
般
の
部
）

で
は
小
分
け
で
き
る
容
器
を
積
み
重
ね
て
収
納
箱
に

つ
め
ら
れ
る
「
オ
カ
モ
チ
」
な
ど
３
作
品
が
優
秀
賞

と
し
て
選
出
さ
れ
た
。

　

今
回
初
入
札

が
実
施
さ
れ
た

容
量
市
場
は
、

日
本
国
内
の
将

来
に
わ
た
る
電

力
の
供
給
力

（
ｋ
Ｗ
価
値
）
を
取
引
す
る
場

だ
。
容
量
市
場
の
管
理
者
・
広

域
機
関
が
４
年
後
に
必
要
な
電

力
量
を
推
計
し
、
そ
れ
に
相
当

す
る
供
給
力
を
日
本
全
国
の
発

電
所
か
ら
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
方
式

で
集
め
確
保
す
る
。

　

こ
の
市
場
が
つ
く
ら
れ
た
背

景
に
は
、
供
給
力
不
足
へ
の
懸

要
す
る
発
電
所
へ
の
投
資
に
対

し
、
将
来
の
資
金
回
収
が
見
通

せ
な
く
な
り
、
電
力
を
供
給
す

る
設
備
が
次
第
に
休
廃
止
さ
れ

る
懸
念
が
生
じ
る
。
特
に
太
陽

光
や
風
力
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
が
自
然
条

件
な
ど
に
よ
り
発
電
で
き
な
い

と
き
の
調
整
力
と
し
て
欠
か
せ

な
い
火
力
発
電
所
は
、
膨
大
な

建
設
費
用
だ
け
で
な
く
開
発
計

画
か
ら
運
転
開
始
ま
で
10
年
程

度
か
か
る
と
さ
れ
、
安
定
的
な

資
金
調
達
の
仕
組
み
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

容
量
市
場
は
そ
う
し
た
課
題

に
対
処
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ

た
。
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
諸
外
国
で
も
す

で
に
、
容
量
市
場
は
導
入
さ
れ

て
い
る
。

念
が
あ
る
。
日
本
で
は
２
０
１

６
年
４
月
以
降
、
電
力
小
売
り

が
全
面
自
由
化
さ
れ
事
業
者
間

の
競
争
に
よ
り
電
力
の
市
場
価

格
が
低
下
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
す
る
と
多
額
の
建
設
費
を

解 説

■
温
暖
化
に
よ
る
８
つ
の
リ
ス
ク

　

Ｒ
Ｃ
Ｐ
シ
ナ
リ
オ
は
２
０
８
１
〜
２

１
０
０
年
の
世
界
の
平
均
気
温
が
１
９

８
６
〜
２
０
０
５
年
よ
り
、最
小
で
０
・

３
℃
、
最
大
で
４
・
８
℃
上
昇
す
る
と

の
見
通
し
を
示
し
た
。
数
値
に
開
き
が

あ
る
の
は
温
暖
化
対
策
の
内
容
で
シ
ナ

リ
オ
が
異
な
る
か
ら
。
最
も
温
暖
化
が

抑
え
ら
れ
る
想
定
の
「
Ｒ
Ｃ
Ｐ
２
・
６
」

シ
ナ
リ
オ
（
以
下
、「
２
・
６
」）
は
０
・

３
〜
１
・
７
℃
の
上
昇
、
最
も
進
む
と

見
る
「
Ｒ
Ｃ
Ｐ
８
・
５
」
シ
ナ
リ
オ
（
以

下
、「
８
・
５
」）
は
２
・
６
〜
４
・
８

℃
の
上
昇
を
予
測
し
て
い
る
。

　

各
シ
ナ
リ
オ
を
含
む
評
価
報
告
書
の

中
で
気
候
変
動
が
も
た
ら
す
将
来
の
主

要
な
リ
ス
ク
と
し
て
、
①
海
面
上
昇
、

沿
岸
で
の
高
潮
②
大
都
市
部
で
の
洪
水

③
極
端
な
気
象
現
象
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ

機
能
停
止
④
熱
波
に
よ
る
死
亡
や
疾
病

⑤
気
温
上
昇
や
干
ば
つ
に
よ
る
食
料
安

全
保
障
⑥
水
資
源
不
足
と
農
業
生
産
減

少
⑦
海
洋
生
態
系
の
損
失
⑧
陸
域
と
内

水
の
生
態
系
が
も
た
ら
す
サ
ー
ビ
ス
の

損
失
│
│
の
８
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
リ
ス
ク
は
、
気
温
の
上
昇
が
大

き
く
な
る
に
つ
れ
広
範
囲
に
深
刻
化
し

て
い
く
。

■
海
水
面
の
上
昇
と
酸
性
化

　

具
体
的
な
現
象
と
し
て
わ
か
り
や
す

い
の
が
海
洋
の
変
化
だ
。
北
極
海
で
は

海
氷
が
縮
小
し
、「
２
・
６
」
で
は
21

世
紀
末
の
９
月
の
海
氷
の
面
積
は
現
在

よ
り
も
43
％
減
少
。「
８
・
５
」
で
は
、

21
世
紀
半
ば
ま
で
に
夏
季
の
北
極
域
の

海
氷
は
ほ
ぼ
な
く
な
る
可
能
性
が
高
い

と
予
測
し
た
。
世
界
の
平
均
海
面
水
位

も
「
２
・
６
」
で
26
〜
55
㌢
㍍
、「
８
・

５
」
で
45
〜
82
㌢
㍍
上
昇
す
る
。

　

さ
ら
に
懸
念
さ
れ
る
の
が
海
洋
酸
性

化
だ
。
酸
性
化
の
進
行
は
、
生
物
の
殻

や
骨
格
の
も
と
と
な
る
炭
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
の
生
成
を
阻
害
し
て
サ
ン
ゴ
や
貝
、

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
の
生
物
に
大
き
な

影
響
を
与
え
、
食
物
連
鎖
に
よ
る
生
態

バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
。「
２
・
６
」「
８
・
５
」

と
も
に
、
酸
性
化
が
進
み
、
特
に
海
氷

の
縮
小
が
見
ら
れ
る
北
極
海
域
で
は
加

速
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

地
球
表
面
の
７
割
を
占
め
る
海
洋
。

海
洋
は
、
大
気
中
の
熱
や
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
多
く
を
吸
収
す
る
働
き

が
あ
る
。
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
大
き
な

役
割
を
担
う
海
洋
だ
が
、
こ
の
ま
ま
温

暖
化
が
進
む
と
、
現
在
と
同
じ
役
割
を

担
う
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
く
。

　

前
回
は
国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
に
よ
る
「
Ｒ

Ｃ
Ｐ
２
・
６
」「
Ｒ
Ｃ
Ｐ
４
・
５
」「
Ｒ
Ｃ
Ｐ
６
・
０
」「
Ｒ
Ｃ
Ｐ
８
・
５
」
と
い
う

４
つ
の
シ
ナ
リ
オ
の
概
要
（
温
暖
化
が
強
い
ほ
ど
Ｒ
Ｃ
Ｐ
に
続
く
数
値
が
大
き
い
な

ど
）
を
説
明
し
た
。
今
回
は
具
体
的
に
予
測
さ
れ
る
将
来
の
リ
ス
ク
を
見
て
い
く
。

《２》 リスク予想

IPCCIPCCIPCC
シナリオシナリオシナリオ
IPCC
シナリオ
IPCCIPCCIPCC
シナリオ
IPCC
シナリオ
IPCC
シナリオ
IPCCIPCCIPCC
シナリオ
IPCC

シ
ナ
リ
オ
ご
と
に
異
な
る

予
想
さ
れ
る
将
来
リ
ス
ク

解　説

ろ
う
。
無
駄
づ
か
い
を
し
な
い

省
エ
ネ
活
動
を
継
続
し
な
が

ら
、
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
少
し
で
も
環

境
負
荷
の
少
な
い
も
の
に
変
え

て
い
く
。
そ
う
し
た
考
え
方
に

理
解
を
示
す
の
が
脱
炭
素
社
会

へ
進
む
第
一
歩
に
な
る
。

　
　
　

　
　
　
　

　

２
０
５
０
年
に
80
％
削
減
を

目
指
す
当
初
の
計
画
で
は
、
２

０
３
０
年
度
時
点
の
電
源
構
成

を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再

エ
ネ
）
22
〜
24
％
、
原
子
力
20

〜
22
％
、
火
力
全
体
56
％
に
す

る
目
標
を
掲
げ
て
い
た
。
首
相

宣
言
の
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
進

め
る
に
あ
た
り
見
直
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
も

主
力
電
源
化
に
向
け
再
エ
ネ
比

率
は
拡
大
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
な

お
、
２
０
１
８
年
度
の
再
エ
ネ

比
率
は
17
％
で
、
今
後
着
実
に

取
り
組
み
を
進
め
れ
ば
当
初
の

２
０
３
０
年
度
の
目
標
は
達
成

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

上
積
み
が
必
要
に
な
る
と

い
う
こ
と
だ
。

　

た
だ
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
の
が
電
力
の
安
定
供
給

で
あ
る
。
天
候
に
左
右
さ

れ
る
再
エ
ネ
を
補
完
す
る

役
割
の
電
源
確
保
が
必
要

だ
。
そ
れ
は
、
出
力
調
整

が
比
較
的
容
易
な
火
力
発

電
な
ど
の
安
定
電
源
に
頼

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た

め
、
安
定
電
源
の
存
続
費

用
を
捻
出
す
る
容
量
市
場

と
い
う
仕
組
み
な
ど
が
つ

く
ら
れ
、
脱
炭
素
社
会
へ

向
け
た
取
り
組
み
を
支
え

て
い
る
。

　
　

　
　
　
　

　

比
率
を
上
げ
再
エ
ネ
主

力
電
源
化
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
当
社
が
提
唱
す
る
の
が

「
上
げ
の
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン

ス
」
と
い
う
電
気
の
使
い
方
で

あ
る
。
通
常
の
デ
マ
ン
ド
レ
ス

ポ
ン
ス
は
電
気
が
足
り
な
く
な

る
と
き
使
用
を
控
え
て
も
ら
う

よ
う
要
請
し
て
需
給
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
。
そ
れ
と
は
逆
の
方

法
で
、
発
電
が
過
剰
に
な
っ
て

し
ま
う
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、
電
気

を
多
く
使
っ
て
も
ら
う
。

　

前
述
の
通
り
再
エ
ネ
は
天
候

に
左
右
さ
れ
る
。
特
に
導

入
量
の
多
い
太
陽
光
は
変

動
が
顕
著
だ
。
電
気
の
使

用
が
少
な
い
季
節
や
時
間

帯
に
、
晴
天
で
発
電
量
が

ピ
ー
ク
に
な
れ
ば
、
過
剰

供
給
で
電
力
網
は
支
障
を

き
た
し
、
大
規
模
停
電
に

な
る
恐
れ
も
あ
る
。
そ
れ

を
避
け
る
た
め
た
び
た
び

出
力
制
限
も
か
か
っ
て
い

る
。
そ
ん
な
と
き
、
適
切

に
需
要
が
増
加
す
れ
ば
、

再
エ
ネ
に
よ
る
電
気
を
無

駄
な
く
利
用
で
き
、
再
エ

ネ
発
電
設
備
導
入
拡
大
の

気
運
も
高
め
ら
れ
る
。

　

太
陽
光
な
ど
で
供
給
が

増
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

は
、
電
力
の
卸
売
価
格
は

下
が
る
。
当
社
の
運
営
す
る
サ

イ
ト
「
環
境
市い

ち

場ば

」
で
は
日
々

変
動
す
る
卸
売
価
格
を
グ
ラ
フ

で
見
や
す
く
表
示
し
て
い
る
。

そ
れ
を
見
て
、
価
格
が
安
い
と

き
（
供
給
過
剰
な
と
き
）
に
電

　

２
０
２
０
年
10
月
に
菅
義
偉

首
相
は
国
会
の
所
信
表
明
演
説

で
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会
の

実
現
を
目
指
す
」と
宣
言
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
80
％
削
減
で
は
な

く
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
実

質
ゼ
ロ
目
標
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
は
あ
ら
ゆ
る
産
業
で

の
技
術
革
新
が
必
要
だ
。
す
で

に
水
素
還
元
製
鉄
、
人
工
光
合

成
、
グ
リ
ー
ン
冷
媒
な
ど
多
く

の
研
究
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

　

そ
れ
と
同
時
に
必
要
な
の
が

一
人
ひ
と
り
の
意
識
や
行
動
だ

気
の
使
用
を
集
中
さ
せ
る
よ
う

な
取
り
組
み
に
役
立
て
て
も
ら

え
た
ら
、
再
エ
ネ
の
主
力
電
源

化
や
脱
炭
素
社
会
へ
の
貢
献
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

　
　
　
　

　

未
来
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
、
今
で
き
る
こ
と
を

大
人
が
行
う
責
任
が
あ
る
。
首

相
の
宣
言
に
は
そ
ん
な
思
い
も

込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

電
力
会
社
に
よ
っ
て
は
、
環
境

負
荷
の
低
い
電
気
を
提
供
す
る

料
金
プ
ラ
ン
や
化
石
燃
料
を
用

い
な
い
電
源
で
あ
る
こ
と
を
示

す
非
化
石
証
書
付
き
の
メ
ニ

ュ
ー
な
ど
を
用
意
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
種
類
の
電
気
を
選
択

す
る
の
も
責
任
を
果
た
す
行
為

の
１
つ
に
含
ま
れ
る
。

　

多
く
の
分
野
で
の
技
術
革
新

に
期
待
を
持
ち
つ
つ
、
省
エ
ネ

活
動
の
継
続
、
環
境
負
荷
の
少

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用

な
ど
一
人
ひ
と
り
の
意
識
や
行

動
を
再
度
見
直
し
て
み
た
い
。

カーボンニュートラル
脱炭素社会の目標実現に向け

一人ひとりができること

１
４
０
０
を
超
え
る（
う
ち
国
家
・

政
府
機
関
は
２
０
９
、
非
政
府
機

関
は
１
１
４
３
）。
専
門
委
員
会

は
、
１
万
７
０
０
０
人
以
上
の
各

分
野
の
専
門
家
が
集
ま
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
６
つ
の

専
門
委
員
会
（
種
の
保
存
、
世
界

保
護
地
域
、
生
態
系
管
理
、
教
育

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
環
境
経

済
社
会
政
策
、
世
界
環
境
法
）
が

あ
る
。
こ
の
う
ち
種
の
保
存
委
員

会
で
は
毎
年
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
レ
ッ
ド

リ
ス
ト
を
作
成
し
、
絶
滅
の
恐
れ

が
あ
る
生
物
種
の
情
報
を
世
界
に

発
信
し
て
お
り
、
国
際
的
な
生
物

多
様
性
保
全
活
動
に
欠
か
せ
な
い

重
要
な
情
報
源
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
環
境
省
が
政
府
機

関
、
外
務
省
が
国
家
会
員
と
し
て

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
に
加
盟
。
そ
の
他
複

数
の
国
内
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
加
盟
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
連
携
を
高
め
る
目

的
で
、
１
９
８
０
年
に
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ

日
本
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
２
０

０
１
年
に
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
理
事
会
か
ら

正
式
な
国
内
委
員
会
と
し
て
承
認

さ
れ
た
。
２
０
０
４
年
に
は
知
名

度
向
上
と
活
動
支
援
強
化
を
目
的

に
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の

イ
ル
カ
さ
ん
が
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
初
の
親

善
大
使
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

　

組
織
は
大
き
く
分
け
て
会
員
、

専
門
委
員
会
、
全
体
を
統
括
す
る

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
事
務
局
の
３
つ
の
柱
で

構
成
さ
れ
る
。

　

会
員
は
、
国
家
、
政
府
機
関
、

非
政
府
機
関
な
ど
か
ら
な
り
、
そ

の
数
は
２
０
２
０
年
10
月
時
点
で

条
約
）、
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と

し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
に
関

す
る
条
約
（
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
）

に
つ
い
て
は
関
係
が
深
い
。
世
界

遺
産
条
約
で
は
候
補
地
の
審
査
、

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
で
は
事
務
局
業

務
を
担
っ
て
い
る
。

　

１
９
４
８
年
に
設
立
さ
れ
た
国

際
的
な
自
然
保
護
機
関
。
正
式
名

称
は
「International Union for 

Conservation of Nature and 
Natural Resources

（
自
然
お
よ

び
天
然
資
源
の
保
全
に
関
す
る
国

際
同
盟
）」
で
「
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
」
と

略
称
さ
れ
る
。
一
般
的
に
は
「
国

際
自
然
保
護
連
合
」
の
通
称
で
呼

ば
れ
、
本
部
は
ス
イ
ス
の
グ
ラ
ン

（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
郊
外
）
に
あ
る
。

生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
を
目
的

に
、
調
査
研
究
、
啓
発
活
動
、
政

策
提
言
な
ど
を
行
う
。
国
連
総
会

の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
も
あ
り
、
国

際
的
な
環
境
条
約
に
お
い
て
専
門

的
知
見
の
提
供
や
そ
の
起
草
に
も

携
わ
っ
て
い
る
。

　

中
で
も
世
界
遺
産
条
約
、
生
物

多
様
性
条
約
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の

あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
国
際
取

引
に
関
す
る
条
約
（
ワ
シ
ン
ト
ン

　今回取り上げるのは、世界
最大の自然保護ネットワーク
といわれる国際的な非政府機
関（NGO）。スイス民法に基
づいて設立された社団法人だ。
「自然本来の姿と多様性を保
護し、天然資源を公平で持続
可能に利用していくため、社
会に影響を与え、勇気づけ、
支援すること」を使命に掲げ
ている。

ポイント解説シリーズ

環境関連の

機関・組織

International U
nion for C

onservation of N
ature and N

atural Resources

第3回

容量市場の資金の流れ国
際
自
然
保
護
連
合（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）

国家、政府機関、非政府機関からなる連合体
国際条約の起草も担う世界的な自然保護機関

国際自然保護連合にある６つの専門委員会

◉ 種の保存委員会（SSC）
Species Survival Commission

生物多様性保全に関する専門家のネットワーク。毎年発行す
るIUCNレッドリストの作成に携わる。各生物種の情報や価値、
保全のための知識などを提供し、保護団体や政府機関などの
活動を支援している。

◉ 世界保護地域委員会（WCPA）
World Commission on Protected Areas

国立公園や世界自然遺産など陸域と海洋を含めた保護地域に
関する専門家のネットワーク。保護制度の専門家や現場のレ
ンジャーなどが在籍。国や地域に向け、保護地域の計画や運
営の支援活動を行う。

◉ 生態系管理委員会（CEM）
Commission on Ecosystem Management

森林や海洋の生態系、資源の管理、自然災害などに関する
専門家のネットワーク。農業や漁業、気候変動への適応など
の分野で生態系の管理をベースにした総合的なアプローチを
提供する。

◉ 教育コミュニケーション委員会（CEC）
Commission on Education and Communication

自然保護活動の促進に取り組む、コミュニケーション、マー
ケティング、教育、心理学など専門家のネットワーク。環境
教育、ワークショップ、世代間交流などの活動により人々の
保全行動を喚起している。

◉ 環境経済社会政策委員会（CEESP）
Commission on Environmental, Economic and Social Policy

自然科学、社会科学、経済政策などの専門家でつくるネット
ワーク。自然保護と開発の調和により、社会正義と公平性が
保たれた持続可能な世界を目指す。そのための研究や政策
支援、情報提供などを行う。

◉ 世界環境法委員会（WCEL）
World Commission on Environmental Law

環境法や政策に関する専門家のネットワーク。国際組織、政
府、非政府組織などの意思決定者に、情報提供、法的分析、
助言といった支援を行っており、数多くの国際環境条約の起
草にも貢献している。

① オークションで価格などを決める

入札 入札 入札 入札

② 小売電気事業者から拠出金を集める

③ 入札の約定量に応じた金額を支払う

小売電気事業者

発電所など

発電所など

○○円で
○○kW確保
します

容
量
市
場

（
広
域
機
関
）

入札の結果をまとめ
価格などを決定 ¥¥

容
量
市
場

（
広
域
機
関
）

容
量
市
場

（
広
域
機
関
）

需要に応じた
金額を受領

（容量拠出金）
¥¥

¥¥

シ
ェ
ア
は
○
○
％

な
の
で
、
そ
の
分
の

○
○
円
を
払
い
ま
す

供
給
力
を
提
供
し
た

対
価
の
支
払
い

（
容
量
確
保
契
約
金
額
）

将来にわたる電源確保のため創設された仕組み

─ 容量市場 ─

背
　
景

電力小売り自由化
↓

電力の市場価格低下
↓

発電事業への
投資意欲減退

↓
供給力不足の懸念

容
量
市
場

将来必要な供給力
（kW価値）を
取引する場の創設

↓
発電事業の運営に
必要な資金を捻出

そこで

http://econews.jp/newspaper/thinking/
https://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
https://twitter.com/nihontechno
https://www.instagram.com/nihontechno/
https://www.facebook.com/nihontechno
http://www.nt-e.jp/
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ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
山
岡
孫
吉
氏

が
最
も
大
切
に
し
て
い
た
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
、
次
世
代
育
成
に
舵
を
切
り
、

子
ど
も
向
け
の
情
報
提
供
を
充
実

さ
せ
た
。

　

展
示
は
ヤ
ン
マ
ー
グ
ル
ー
プ
の

事
業
領
域
で
あ
る
「
大
地
（
Ｌ
Ａ

Ｎ
Ｄ
）」「
海
（
Ｓ
Ｅ
Ａ
）」「
都
市

（
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
）」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

３
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
ら
れ
、
頭

や
体
を
使
っ
た
体
験
型
の
展
示
が

楽
し
め
る
。
さ
ら
に
、
現
在
は
コ

ロ
ナ
禍
で
休
止
と
な
っ
て
い
る

が
、「
も
の
づ
く
り
」「
農
業
」「
自

然
・
環
境
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
人
気
の
企

画
だ
。屋
上
の
ビ
オ
ト
ー
プ
に
は
、

各
所
に
設
置
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
と
そ
こ
に
生
息
す
る

　

ヤ
ン
マ
ー
グ
ル
ー
プ
は
１
９
１

２
年
に
山
岡
孫
吉
氏
が
創
業
し
、

世
界
初
の
小
形
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
の
開
発
・
実
用
化
に
成
功
し

た
、
農
機
具
に
端
を
発
す
る
産
業

機
械
メ
ー
カ
ー
。
大
阪
府
に
本
社

を
置
き
、
グ
ル
ー
プ
従
業
員
約
２

万
１
０
０
０
人
（
２
０
２
０
年
３

月
31
日
現
在
）を
抱
え
る
企
業
だ
。

　
　
　
　

　

創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
２

０
１
２
年
に
記
念
事
業
と
し
て
取

り
組
ん
だ
の
が
、
ヤ
ン
マ
ー
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
の
建
設
で
あ
る
。
場

所
は
山
岡
孫
吉
氏
の
生
誕
の
地
・

滋
賀
県
長
浜
市
。
２
０
１
３
年
の

オ
ー
プ
ン
以
来
、
来
館
者
数
は
約

64
万
人
を
数
え
、
２
０
１
９
年
10

月
に
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
て
い
る
。

　

開
設
当
初
は
お
世
話
に
な
っ
た

人
た
ち
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す

と
と
も
に
、
自
社
事
業
を
広
く
告

知
す
る
の
が
目
的
だ
っ
た
が
、
リ

20
種
類
の
生
き
物
や
植
物
の
情
報

が
端
末
に
読
み
込
ま
れ
る
仕
掛
け

も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

環
境
配
慮
も
怠
ら
な
い
。
建
物

入
口
の
ひ
さ
し
は
８
㍍
せ
り
出
し

て
お
り
、
一
部
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
設
置
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り

年
間
で
杉
の
木
約
１
万
本
の
吸

収
量
に
相
当
す
る
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
排
出
削
減
が
で
き

る
。
ま
た
建
物
の
外
周
に
は
水
盤

を
配
置
し
、
反
射
光
に
よ
る
自
然

採
光
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
照
明

の
数
を
減
ら
し
た
。
水
盤
は
夏
場

の
温
度
上
昇
を
抑
制
し
、
自
然
通

風
を
建
物
内
に
取
り
込
み
冷
却
す

る
効
果
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
屋
上

の
ビ
オ
ト
ー
プ
は
、
緑
化
に
よ
り

日
射
負
荷
を
軽
減
し
て
い
る
。

　
　
　
　

　

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
館
長
の

山
本
昇
さ
ん
は
「
大
人
向
け
の
コ

ン
テ
ン
ツ
も
検
討
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。
ま
た
、
食
料
や
環
境
、

持
続
可
能
性
の
問
題
も
訴
求
で
き

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

現
在
休
止
中
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
再
開
を
望
む
声
が
多
く
あ
り
、

４
月
以
降
よ
り
順
次
開
催
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。
創

業
者
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
続
け
る
ヤ
ン
マ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
。
そ
の
空
間
に
ど
ん
な
企

画
が
追
加
さ
れ
て
い
く
の
か
期
待

は
尽
き
な
い
。

創業者の思いを継ぎ次世代へ
環
境
配
慮
も
徹
底

ヤ
ンマ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

Environmental Information

ヤンマーミュージア
ムの正面入口から見
た外観（上）。
屋上につくられたビ
オトープ（左）には、
各所に設置された
QRコードで、ここに
生息する20種類の
動植物の情報を読み
取ることができる。

report─ the Eco

　

日
本
テ
ク
ノ
の
電
力
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
の
要
諦

は
、目
に
見
え
な
い
電
気
を「
見

え
る
化
」「
理わ

解か

る
化
」
す
る

こ
と
で
、改
善
意
識
を
醸
成
し
、

行
動
し
て
い
く
点
に
あ
る
。
そ

の
た
め
に
お
客
様
と
営
業
担
当

が
、
二
人
三
脚
で
さ
ま
ざ
ま
な

改
善
に
取
り
組
む
と
い
う
ビ
ジ

ネ
ス
ス
キ
ー
ム
だ
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
側
は

取
り
組
み
を
通
じ
て
、「
使
用

電
力
量
」
と
「
デ
マ
ン
ド
値
」

が
低
減
さ
れ
、
電
気
料
金
が
改

善
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
活

動
の
方
法
に
も
よ
る
が
比
較
的

多
く
見
ら
れ
る
の
が
、
従
業
員

が
電
力
の
効
率
的
な
使
用
に
配

慮
し
、「
業
務
の
進
め
方
を
工

夫
す
る
」
よ
う
に
な
る
と
い
う

副
次
的
効
果
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
ど
の
よ
う
に
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
関
係
す
る
の
か
。
ま
ず

17
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
連
す
る
の
は

ゴ
ー
ル
７
の
「
す
べ
て
の
人
々

の
、
安
価
か
つ
信
頼
で
き
る
持

続
可
能
な
近
代
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
」

で
あ
る
。
ゴ
ー
ル
７
の
３
に
掲

げ
ら
れ
た
項
目
は
「
２
０
３
０

年
ま
で
に
、
世
界
全
体
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
の
改
善
率
を
倍
増

さ
せ
る
」
で
あ
り
、
ま
さ
に
こ

れ
に
沿
っ
た
取
り
組
み
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
使
用
電
力
量
を
減
ら

す
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
発
電
時

の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排

出
量
を
削
減
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
。
こ
れ
は
ゴ
ー
ル
13
の

「
気
候
変
動
及
び
そ
の
影
響
を

軽
減
す
る
た
め
の
緊
急
対
策
を

講
じ
る
」
に
通
じ
る
取
り
組
み

で
あ
る
。

　

そ
し
て
電
力
使
用
の
効
率
化

を
通
じ
、
業
務
改
善
や
高
付
加

価
値
化
が
図
れ
た
と
い
う
副
次

的
効
果
が
生
ま
れ
れ
ば
、
そ
れ

は
ゴ
ー
ル
９
の
「
強
靱
（
レ
ジ

リ
エ
ン
ト
）な
イ
ン
フ
ラ
構
築
、

包
摂
的
か
つ
持
続
可
能
な
産
業

化
の
促
進
及
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
を
図
る
」
の
達
成
に

貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
業
務
に
関
連

し
た
改
善
の
取
り
組
み
を
見
て

も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
通
じ

る
ケ
ー
ス
は
多
い
。
次
回
以
降

は
、
具
体
的
な
業
種
を
挙
げ
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
親
和
性
を
見
て

い
く
。

　最近、耳にする機会の多い
SDGs（エスディージーズ）と
いう言葉。大企業では経営目標
にSDGsを組み入れるケースが
増えているが、中小企業では「う
ちには関係ない」と当初から否
定されてしまう場面も少なくな
い。しかし、企業運営を子細に
見ていけば、実は事業そのもの
の中にSDGs が包摂されてい
る会社は多い。実際、事業を運
営する中で生じる業務改善、時
間短縮、効率化の徹底といった
取り組みは、SDGsとの親和性
が極めて高い。
　今回から連載を開始するこの
コーナーでは企業の事業内容に
沿って、どのようなSDGsの目
標達成が図れるかを事業別に解
説していく。初回は、日本テク
ノのサービスを例に、電気の「見
える化」「理

わ か

解る化」を活用す
ることが、SDGs 達成にどう貢
献するかを紹介する。

SDGs豆知識 ①
　SDGs は Sustainable Development 
Goals （持続可能な開発目標）の略称
で、国連が提唱している概念だ。
　①普遍性（先進国を含め、すべての
国が行動）②包摂性（人間の安全保障
の理念を反映し「誰一人取り残さない」）
③参画型（すべてのステークホルダー
が役割を持つ）④統合性（社会・経済・
環境に統合的に取り組む）⑤透明性（定
期的にフォローアップする）──の５つ
の特徴を持つ。
　世界には環境も文化も経済力もさま
ざまな国が存在するが、そうした多様
性を加味したうえで、皆が等しく公平で、
透明かつ持続可能な社会を構築するの
がSDGsの目的である。

（講談社 1,100円＋税）

温暖化で日本の海に何が起こるのか 水面下で変わりゆく海の生態系
山本智之 著

温
暖
化
が
も
た
ら
す
海
中
世
界
の
変
化

　

豪
雨
や
夏
の
猛
暑
な
ど
気
候
変
動

の
リ
ス
ク
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
地
球

温
暖
化
に
よ
る
環
境
変
化
は
地
上
だ

け
で
な
く
、
普
段
人
目
に
触
れ
な
い

海
中
に
も
及
ん
で
い
る
。
そ
の
事
実

を
潜
水
取
材
に
よ
る
豊
富
な
写
真
を

挙
げ
な
が
ら
紹
介
す
る
書
籍
。
レ

ポ
ー
ト
す
る
の
は
、
海
面
上
昇
に
よ

る
南
の
島
国
の
危
機
や
北
極
海
の
シ

ロ
ク
マ
の
窮
状
と
い
っ
た
国
外
の
話

で
は
な
い
。
日
本
の
海
で
の
現
在
進

行
中
の
出
来
事
だ
。

　

著
者
は
新
聞
記
者
と
し
て
約
20
年

科
学
報
道
に
携
わ
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
。
一
般
読
者
に
伝
え
続
け
た
文

章
は
平
明
で
、
本
書
の
題
材
も
多
く

は
サ
ン
マ
や
カ
キ
、
マ
グ
ロ
や
ノ
リ

な
ど
身
近
な
海
洋
生
物
の
動
向
だ
。

　

温
暖
化
が
既
存
の
海
洋
生
態
系
の

脅
威
と
な
る
要
因
は
大
き
く
２
つ
あ

る
と
説
く
。
１
つ
は
海
面
水
温
の
上

昇
。
例
え
ば
サ
ン
ゴ
は
、
熱
く
な
っ

た
南
の
海
か
ら
逃
れ
る
よ
う
に
北
上

し
て
い
る
と
い
う
。
最
も
速
い
種
類

で
は
「
１
９
８
８
年
に
は
種
子
島
が

北
限
だ
っ
た
が
、
２
０
０
８
年
に
は

約
２
８
０
㎞ 
北
の
五
島
列
島
・
福
江

島
に
ま
で
北
上
し
た
」（
86
頁
）。
ほ

か
の
魚
介
類
も
生
息
域
を
移
し
漁
獲

量
に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
。
も

う
１
つ
は
海
洋
酸
性
化
。
海
は
大
気

中
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
吸

収
す
る
が
、
Ｃ
Ｏ
２

は
水
に
溶
け
る

と
酸
と
し
て
働
く
。極
端
に
進
め
ば
、

貝
類
や
甲
殻
類
な
ど
の
殻
や
骨
格
は

溶
け
て
し
ま
う
。
そ
し
て
人
為
起
源

の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
増
加
で
酸
性
化

は
加
速
し
て
い
る
。

　

最
終
章
に
札
幌
の
店
で
出
さ
れ
る

一
人
前
の
握
り
寿
司
の
写
真
が
あ

る
。
マ
グ
ロ
、
ウ
ニ
、
イ
ク
ラ
な
ど

９
種
。
そ
こ
か
ら
将
来
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
る
ネ
タ
を
除
い
た
同
じ
寿

司
桶
の
写
真
が
横
に
並
ぶ
。
残
っ
た

の
は
わ
ず
か
３
種
類
だ
っ
た
。

　

秩
父
市
は
埼
玉
県
で
最

も
広
い
約
５
７
８
平
方
㌔

㍍
の
面
積
を
有
し
、
約
87

％
を
森
林
が
占
め
て
い

る
。
人
口
は
１
９
６
０
年

代
に
約
８
万
人
を
記
録

し
、
現
在
は
約
６
万
人
。

２
０
０
７
年
に
は
「
秩
父

市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
」
を
策
定
。
市
全
体

で
省
エ
ネ
や
燃
費
向
上
の

取
り
組
み
な
ど
人
の
工
夫

で
で
き
る
対
策
を
行
う
一

方
、
地
域
特
色
を
生
か
し

産
業
振
興
も
合
わ
せ
て
進

め
る
べ
く
、
多
様
な
対
策

を
行
っ
て
き
た
。

　

例
え
ば
「
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
」。
豊
富
な
森
林
資

源
を
生
か
し
間
伐
材
な
ど

を
有
効
活
用
し
よ
う
と
考

え
た
市
は
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
「
吉
田
元
気

村
」
の
電
気
を
こ
れ
で
賄

う
べ
く
、
２
０
０
７
年
よ

り
発
電
を
開
始
し
た
。

　
「
し
か
し
本
格
的
な
取

り
組
み
を
始
め
る
と
い
ろ

い
ろ
な
課
題
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
は
急
峻
な
林
地
の
多
い

秩
父
で
は
間
伐
材
を
集
め

る
行
為
そ
の
も
の
に
手
間

と
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の

後
設
備
で
火
災
が
発
生
し

た
こ
と
か
ら
今
は
発
電
を

中
止
し
て
い
ま
す
」（
秩
父

市
役
所
環
境
立
市
推
進
課

主
幹
の
牛
木
克
輔
さ
ん
）

　

地
場
産
業
の
面
で
も
変

化
が
あ
っ
た
。
１
９
９
０

年
代
か
ら
市
内
の
セ
メ
ン

ト
工
場
が
徐
々
に
規
模
を

縮
小
し
、
２
０
１
０
年
に

は
普
通
セ
メ
ン
ト
の
生
産

が
中
止
さ
れ
た
。「
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
策
定
当

時
の
秩
父
市
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
は
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
換
算
で
１

０
３
万
７
４
０
０
㌧
で
し

た
が
２
０
１
６
年
度
は
48

万
６
７
０
０
㌧
に
な
り
ま

し
た
。
数
字
だ
け
見
れ
ば

大
き
な
成
果
の
よ
う
で
す

が
、
こ
れ
に
は
工
場
の
縮

小
に
よ
る
排
出
量
減
少
が

大
き
く
影
響
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
発
展
に
は
持

続
可
能
な
産
業
が
不
可
欠

で
、
環
境
面
で
進
展
が
あ

っ
た
と
は
い
え
手
放
し
で

は
喜
べ
ま
せ
ん
」。

　

そ
の
後
も
市
の
施
設

「
歴
史
文
化
伝
承
館
」
に

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設

置
す
る
（
写
真
）
な
ど
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
に
取
り

組
む
中
で
、
さ
ら
に
地
産

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
再
エ
ネ
）
電
源
を
活
用

す
る
た
め
、
市
が
95
％
出

資
す
る
秩
父
新
電
力
株

式
会
社
を
立
ち
上
げ
た
。

同
社
が
供
給
す
る
電
力
は

秩
父
広
域
市
町
村
圏
組

合
が
所
有
す
る
清
掃
工

場
「
秩
父
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
」
で
発
電
さ
れ
る
電

力
や
、
民
間
の
太
陽
光
発

電
施
設
な
ど
の
再
エ
ネ
を

活
用
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
２

排
出
係
数
が
比
較
的
低
い

こ
の
電
力
を
使
用
す
る
こ

と
で
市
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
を
大
き
く
削
減
で

き
た
。
新
電
力
会
社
の
活

用
に
よ
る
排
出
量
削
減
に

手
応
え
を
得
て
、
市
は
２

０
１
９
年
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
取
り

組
む
こ
と
を
宣
言
し
た
。

　
「
試
行
錯
誤
を
続
け
環

境
保
護
の
姿
勢
を
貫
い
て

き
た
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な

ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
、

そ
れ
が
新
電
力
会
社
を
生

む
下
地
に
な
り
ま
し
た
。

新
産
業
の
創
出
と
い
う
意

味
で
は
ま
だ
前
途
多
難
で

す
が
、
環
境
施
策
と
結
び

つ
け
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
振
興
に
資
す
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

環境立市推進課の牛木克輔さん。

市施設「歴史文化伝承館」の太陽光パネル。

　パリ協定での日本の中期目標は2030年
度の温室効果ガス排出量を2013年度比
で26％削減することである。この達成に向
け国内各地の自治体が「ゼロカーボンシテ
ィ」を宣言し、行動を始めている。今回は埼
玉県秩父市の取り組みを紹介していく。

挑戦を続け「いま」を築く

ZeroCarbonCity
自治体の挑戦

埼
玉
県
秩
父
市

目
指
す
ゴ
ー
ル
は
自
社
事
業
の
中
に

日本テクノの
お客様が包摂する

Goals

環境活動を推進する企業の物語

第30話
ヤンマーホールディングス 株式会社

第 1回

中小企業の

SDGsSDGs

http://econews.jp/newspaper/story/
https://econews.jp/newspaper/books/index.html
http://www.n-techno.co.jp/25th/goods_card.html
http://econews.jp/newspaper/story/
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に
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
業
務

用
製
品
で
は
表
示
義
務
の
な
い

も
の
も
多
い
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
の
形
は
「
特

定
電
気
用
品
」
と
「
特
定
電
気

用
品
以
外
の
電
気
用
品
」
の
２

種
で
異
な
る
。
特
定
電
気
用
品

は
、
コ
ン
セ
ン
ト
に
直
接
つ
な

ぐ
部
品
や
電
熱
器
具
な
ど
電
気

製
品
の
中
で
も
特
に
安
全
性
が

求
め
ら
れ
る
１
１
６
品
目
（
電

気
便
座
、
差
し
込
み
プ
ラ
グ
な

ど
）
が
対
象
で
、
ひ
し
形
の
Ｐ

Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
を
表
示
す
る
。
そ

れ
以
外
の
対
象
品
に
は
丸
形
の

マ
ー
ク
が
つ
き
、
こ
ち
ら
は
一

般
的
な
家
庭
で
使
う
製
品
（
冷

蔵
庫
、テ
レ
ビ
な
ど
）
が
多
い
。

そ
の
後
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
を
搭
載
し
た
製
品
が
発
火
し

た
事
故
を
受
け
、
２
０
１
８
年

２
月
以
降
は
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
も
規
制
対
象
と
な
っ
た
。

　

近
年
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
に
よ
り
海
外
の
業
者
か

ら
電
気
製
品
を
購
入
す
る
の
が

比
較
的
容
易
に
な
っ
た
が
、
そ

こ
に
は
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
以
外
の

表
示
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
海

外
の
安
全
規
格
で
、
Ｕ
Ｌ
マ
ー

ク
（
ア
メ
リ
カ
）
や
Ｃ
Ｅ
マ
ー

ク
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
な
ど
だ
。

た
だ
し
、
海
外
の
水
準
を
満
た

し
て
も
、
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
が
な

け
れ
ば
日
本
国
内
で
の
販
売
は

で
き
な
い
。

　

電
気
用
品
安
全
法
は
、
消
費

者
を
電
気
製
品
に
よ
る
火
災
や

感
電
な
ど
の
事
故
か
ら
守
る
た

め
に
つ
く
ら
れ
た
法
律
。
安
全

な
電
気
製
品
を
購
入
す
る
た
め

Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
の
表
示
を
確
認

す
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

洋
服
の
タ
グ
表
示
や
容
器
包

装
の
リ
サ
イ
ク
ル
表
示
な
ど
日

用
品
を
含
め
た
各
種
製
品
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
表
す
マ
ー

ク
が
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
は
電

気
製
品
も
例
外
で
は
な
い
。

　

そ
の
電
気
製
品
が
一
定
の
安

全
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
示
す

の
が
「
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
」
だ
。

Ｐ
Ｓ
Ｅ
の「
Ｐ
Ｓ
」は「Product 

Safety

」、「
Ｅ
」
は
「Electrical 

Appliances & Materials
」
の

略
で
２
０
０
１
年
４
月
に
施
行

さ
れ
た
「
電
気
用
品
安
全
法
」

で
表
示
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
た
だ
し
表
示
に
は
定
め
ら

れ
た
技
術
基
準
へ
の
適
合
な
ど

が
求
め
ら
れ
、
基
準
を
満
た
さ

な
い
も
の
は
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
を

つ
け
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
対
象

で
あ
り
な
が
ら
マ
ー
ク
表
示
が

な
い
製
品
は
、
製
造
、
輸
入
、

販
売
が
で
き
ず
、
こ
れ
に
違
反

し
た
場
合
は
メ
ー
カ
ー
、
販
売

店
と
も
に
罰
則
が
科
さ
れ
る
。

対
象
の
製
品
は
約
４
６
０
品
目

に
達
し
、
現
在
日
本
で
販
売
さ

れ
る
家
電
製
品
は
ほ
ぼ
す
べ
て

　

電
気
に
ま
つ
わ
る
各
種
資
格
の
解
説
を
連
載
し
て
い
る
「
テ
ッ
く
ん
の
Ｑ

＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
」。
第
３
回
は
、
電
気
工
事
を
管
理
・
監
督
す
る
上
級
技
術
者

「
電
気
工
事
施
工
管
理
技
士
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

資格を取るにはどうすればいいの？

電気工事施工管理技士ってどんな資格？

テッくんの《電気の資格》Q&A
〈３〉 電気工事施工管理技士

　

電
気
工
事
施
工
管
理
技
士
は

建
設
業
法
に
基
づ
く
国
家
資
格

で
、
資
格
取
得
の
た
め
に
は
一

般
財
団
法
人
建
設
業
振
興
基

金
が
実
施
す
る
試
験
を
受
験
す

る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
受

験
資
格
は
、
最
終
学
歴
や
保
有

し
て
い
る
資
格
に
よ
っ
て
満
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
実
務
経

験
年
数
が
異
な
る
の
で
、
注
意

が
必
要
だ
よ
。

　

合
格
率
デ
ー
タ
を
見
る
と
、

１
級
も
２
級
も
と
も
に
合
格
率

は
お
お
む
ね
50
％
前
後
。
ど
ち

ら
の
級
も
試
験
の
合
格
基
準
は

全
体
の
60
％
以
上
の
正
解
と
さ

れ
て
い
る
。
試
験
に
は
両
級
ど

ち
ら
も
学
科
の
ほ
か
に
実
地
も

あ
る
。
２
級
は
１
日
で
学
科
と

実
地
を
行
う
の
に
対
し
、
１
級

は
学
科
と
実
地
を
別
々
の
日
に

実
施
し
て
い
る
。

　

な
お
、
建
設
業
法
の
改
正
に

よ
り
、
２
０
２
１
年
度
よ
り
試

験
制
度
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
る
よ
。

　

電
気
工
事
施
工
管
理
技
士
と

は
電
気
の
工
事
を
管
理
・
監
督

す
る
上
級
技
術
者
で
、
有
資
格

者
は
「
電
気
工
事
に
お
け
る
施

工
計
画
の
作
成
」「
工
事
の
工

程
・
安
全
・
品
質
な
ど
の
管
理
」

「
電
気
工
事
の
監
督
業
」
な
ど

を
行
え
る
ん
だ
。

　

こ
の
資
格
に
は
１
級
と
２
級

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
請
け
負

え
る
仕
事
の
大
き
さ
に
違
い
が

あ
る
よ
。
具
体
的
に
は
、
１
級

は
ビ
ル
や
商
業
施
設
な
ど
下
請

け
に
依
頼
を
す
る
よ
う
な
規
模

の
大
き
い
案
件
（
工
事
費
総
額

４
０
０
０
万
円
以
上
）
の
現
場

で
管
理
や
監
督
の
仕
事
が
で
き

る
。
２
級
は
、
そ
れ
よ
り
小
さ

な
４
０
０
０
万
円
未
満
の
中
小

規
模
の
現
場
が
対
象
に
な
っ
て

い
る
ん
だ
。

り
、
物
は
捨
て
ず
に
修
理
す
る

の
が
当
た
り
前
で
江
戸
の
町
に

は
多
く
の
修
理
職
人
が
い
た
。

　

お
椀
が
割
れ
れ
ば
「
瀬
戸
物

焼
き
継
ぎ
」
が
破
片
を
継
い
で

直
し
、
履
物
が
壊
れ
れ
ば
「
雪

駄
直
し
」
が
草
履
や
雪
駄
を
修

理
し
た
。
江
戸
の
庶
民
は
壊
れ

て
し
ま
っ
た
生
活
用
品
を
捨
て

ず
に
と
っ
て
お
き
、
定
期
的
に

町
に
回
っ
て
く
る
職
人
に
修
理

を
依
頼
し
て
い
た
。

　

中
で
も
鍋
や
釜
と
い
っ
た
金

属
類
は
貴
重
品
で
、
庶
民
に
と

っ
て
は
大
切
な
家
財
だ
っ
た
。

し
か
し
当
時
の
鋳
造
技
術
で
は

金
属
内
部
に
鬆す

（
空
気
が
残
っ

て
で
き
る
微
細
な
空
洞
）
が
入

っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
原
因
で

使
っ
て
い
る
う
ち
に
穴
が
開
い

た
り
底
が
抜
け
て
し
ま
っ
た
り

江
戸

　

日
々
使
っ
て
い
る
生
活
用
品

が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
ど
う

す
る
か
。
新
品
を
買
い
な
お
す

の
か
、
ま
た
は
直
し
て
使
い
続

け
る
の
か
。
現
代
の
日
本
で
は

圧
倒
的
に
買
い
な
お
す
こ
と
が

多
い
が
、
江
戸
時
代
の
庶
民
は

ほ
と
ん
ど
の
物
を
修
理
し
て
使

い
続
け
た
。
当
時
は
資
源
が
少

な
か
っ
た
と
い
う
背
景
も
あ

し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
お
世
話

に
な
る
の
が
鋳い

掛か
け

屋や

だ
。
鋳
掛

屋
は
溶
か
し
た
金
属
で
穴
を
継

い
だ
り
、
ふ
さ
い
だ
り
し
て
く

れ
る
。
そ
う
し
て
庶
民
は
修
理

を
重
ね
な
が
ら
代
々
大
切
に
鍋

釜
を
使
い
続
け
て
い
た
。

令
和

　

江
戸
か
ら
現
代
に
時
が
流
れ

る
に
つ
れ
て
技
術
も
発
達
し
、

多
く
の
物
は
消
費
す
る
時
代
に

な
っ
た
。
鍋
を
は
じ
め
と
し
た

生
活
用
品
は
壊
れ
に
く
く
、
ま

た
壊
れ
て
も
買
い
替
え
る
の
が

一
般
的
と
な
り
、
江
戸
の
町
中

に
い
た
よ
う
な
職
人
た
ち
は
姿

を
消
し
て
い
っ
た
。

　

だ
が
「
修
理
し
て
使
う
」
が

ゼ
ロ
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
例
え
ば
靴
は
ど
う
か
。
お

祝
い
に
親
か
ら
買
っ
て
も
ら
っ

た
靴
。
頑
張
っ
て
お
金
を
貯
め

手
に
入
れ
た
靴
。
値
段
の
張
る

革
靴
は
定
期
的
に
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
出
し
た
り
、
靴
底
を
交
換

し
た
り
し
て
長
く
使
い
続
け
る

人
も
多
い
だ
ろ
う
。
江
戸
庶
民

に
思
い
を
馳
せ
、
短
い
サ
イ
ク

ル
で
消
費
す
る
の
で
は
な
く
、

長
く
、
大
切
に
使
え
る
物
を
選

ん
で
購
入
す
る
と
い
う
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
へ
切
り
替
え
る
の
は

単
な
る
懐
古
主
義
で
は
な
い
。

捨
て
ず
に
修
理
す
る
の
が
当
た
り
前

　

前
回
は
江
戸
時
代
に
お
け
る
紙
の
貴
重
さ
に
つ
い
て
触
れ
た
。
今
回
は
江
戸
の
町
で
活
躍
し

た
修
理
を
専
門
に
す
る
職
人
た
ち
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

鍋や釜を修理する鋳掛屋

エコな営み
いまむかし

に
は
「
あ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
際
に
何
か
を
す

る
こ
と
。
行
い
。」
と
あ

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ

っ
て
も
着
実
に
積
み
上
げ

ら
れ
た
実
績
を
糧
に
し
な

が
ら
、
お
客
様
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
や
商
品
開
発
を

懸
命
に
「
思
考
」
し
続
け

得
ら
れ
た
結
果
を「
行
動
」

へ
移
し
ま
す
。
電
気
点
検

簿
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
得

た
成
果
を
も
と
に
社
内
業

務
の
電
子
化
も
さ
ら
に
進

め
、
効
率
的
な
事
業
運
営

を
目
指
し
ま
す
。
進
化
し

た
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ　

Ｃ
Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ｋ
の
さ
ら
な
る
活
用
方

法
の
提
示
な
ど
、
よ
り
有

益
な
商
品
へ
の
改
良
や
改

修
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◉

　

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
た

め
の
環
境
保
全
活
動
の
一

環
と
し
て
、
２
０
２
０
年

よ
り
年
賀
状
の
送
付
を
取

り
や
め
ま
し
た
。
今
後
も

本
紙
上
で
の
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

が
定
着
し
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
状
況
下
、
正
し
く

情
報
を
把
握
し
、
正
し
く

恐
れ
、
お
客
様
に
寄
り
添

う
こ
と
を
忘
れ
ず
、
今
で

き
る
こ
と
を
精
一
杯
行
お

う
と
改
め
て
誓
っ
た
一
年

で
し
た
。

◉

　

設
立
25
周
年
を
迎
え
た

昨
年
は
「
思
考
」
を
テ
ー

マ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

テ
ー
マ
を
体
現
し
た
事
業

　

２
０
２
１
年
の
年
頭
に

あ
た
り
皆
様
と
と
も
に
新

年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
マ
ス
ク
や
手
洗

い
、
企
業
で
の
テ
レ
ワ
ー

ク
な
ど
新
し
い
生
活
様
式

術
者
人
材
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
保
安
管
理
の
高

度
化
を
実
現
す
る
「
思
考
」

で
す
。
収
集
デ
ー
タ
の
解

析
で
予
知
保
全
へ
の
シ
フ

ト
を
進
め
、
人
は
高
度
な

ア
ド
バ
イ
ス
業
務
を
担
い
、

よ
り
確
実
な
安
全
、
安
心

の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
入
社
式
や
研
修
、

各
種
会
議
の
ほ
と
ん
ど
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
意
思

に
ス
マ
ー
ト
キ
ュ
ー

ビ
ク
ル
実
証
実
験
が

あ
り
ま
す
。
自
社
電

気
設
備
に
セ
ン
サ
ー

や
カ
メ
ラ
を
設
置
し

多
角
的
に
検
証
。
技

や
情
報
の
伝
達
に
有
効
な

手
段
と
は
何
か
を「
思
考
」

で
き
ま
し
た
。
営
業
活
動

も
、
逃
げ
ず
配
慮
を
忘
れ

ず
真
摯
に
向
き
合
っ
た
結

果
、
お
客
様
の
数
も
順
調

に
増
え
て
い
ま
す
。
お
客

様
同
士
を
つ
な
ぐ
Ｇ
Ｉ
Ｆ

Ｔ
ｍ
ａ
ｐ
事
業
で
も
新

規
の
株
式
譲
渡
契
約
が
成

立
し
ま
し
た
。

25
周
年
記
念
式
典
は
中

止
し
ま
し
た
が
、
ユ
ー
ザ

ビ
リ
テ
ィ
向
上
を
図
っ
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を「
思
考
」

し
、
特
設
ペ
ー
ジ
で
当
社

の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
し

た
。
ま
た
記
念
事
業
の
一

環
で
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
に
資
す
る
「
社
会
人
の

こ
こ
ろ
え
カ
ー
ド
」作
成
、

全
社
員
向
け
オ
リ
ジ
ナ
ル

マ
ス
ク
配
布
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
締
め
く
く
り

に
当
社
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
河
村
隆
一
さ
ん

提
供
25
周
年
記
念
楽
曲

「Follow me

」
を
含
む
全

９
曲
収
録
の
Ｃ
Ｄ
を
制
作

し
ま
し
た
。◉

　

そ
し
て
２
０
２
１
年
の

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
テ
ー
マ

は
「
行
動
」
で
す
。
辞
書

日本テクノ代表取締役社長
馬本 英一

年頭あいさつ

お客様に寄り添い「思考」した結果を
積み上げた実績のもと、「行動」へ移す

202１年初号に寄せて

２
０
２
１
年

　
　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
テ
ー
マ

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
の
一
環
と
し
て
全
国
各

地
で
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
保
全

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

２
０
２
０
年
９
月
に
は
、

静
岡
県
浜
松
市
の
中
田
島
砂

丘
に
て
、
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
の

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
放
流
会
に
参

加
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
遠

州
灘
海
岸
で
産
み
落
と
さ
れ

た
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
を
保

護
し
て
、
安
全
に
ふ
化
さ
せ

て
か
ら
海
に
還
す
活
動
を
続

け
て
い
る
。
こ
の
放
流
会
へ

の
日
本
テ
ク
ノ
の
参
加
は
、

２
０
１
８
年
に
始
ま
り
３
回

目
に
な
る
。
今
回
は
、
浜
松

市
近
隣
の
社
員
を
中
心
に
12

名
が
活
動
に
加
わ
っ
た
。

　

２
０
２
０
年
10
月
は
、
福

島
県
猪
苗
代
湖
の
取
り
組

み
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
輝
く
猪
苗
代

湖
を
つ
く
る
県
民
会
議
が
主

催
す
る
「
漂
着
水
草
回
収
活

動
」
が
行
わ
れ
、
日
本
テ
ク

ノ
郡
山
営
業
所
お
よ
び
本
社

か
ら
９
名
の
社
員
が
参
加
し

た
。
湖
に
浮
か
ぶ
水
草
は
、

枯
れ
て
腐
っ
た
も
の
を
そ
の

ま
ま
浮
か
べ
て
放
置
し
て
お

く
と
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が

急
増
し
、
そ
の
影
響
で
有
毒

な
ア
オ
コ
な
ど
が
異
常
増
殖

す
る
。
や
が
て
水
中
の
溶
存

酸
素
が
不
足
し
て
魚
類
や
藻

類
が
死
滅
し
水
環
境
が
悪
化

す
る
、
と
い
う
悪
循
環
を
招

い
て
し
ま
う
。

　

当
日
は
、
湖
岸
に
漂
着
し

た
水
草
を
鍬
や
熊
手
を
使
っ

て
回
収
。
集
め
た
水
草
は
、

近
隣
の
休
耕
田
に
運
ば
れ
、

将
来
的
に
は
肥
料
と
し
て
活

用
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
。
今
回
の
猪
苗
代
湖
の
漂

着
水
草
回
収
活
動
は
、
水
質

改
善
へ
の
貢
献
は
も
ち
ろ

ん
、
水
環
境
の
仕
組
み
を
理

解
し
、
地
域
の
人
々
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る

い
い
機
会
に
な
っ
た
。

各
地
で
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
実
施

オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

身近な電気のあまり知られていない話

電
気
製
品
に
つ
い
て
い
る

「
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
」と
は

第 10回
　

知
っ
て
い
る
よ
う
で
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
深
く
は
知

ら
な
い
電
気
の
話
。
第
10
回
は
電
気
製
品
に
仕
様
項
目
な

ど
と
一
緒
に
表
示
さ
れ
て
い
る
マ
ー
ク
に
つ
い
て
。

加湿器に表示されているＰＳＥマーク

特
定
電
気
用
品
の

Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク

特
定
電
気
用
品
以
外
の

Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク

静
岡
の
ウ
ミ
ガ
メ
放
流（
生
態
系
の
保
護
）／
福
島
の
日
本
遺
産
・
猪
苗
代
湖
清
掃

設
立
25
周
年
の
感
謝
を
伝
え
る

　

２
０
２
０
年
10
月
、
日
本
テ

ク
ノ
で
は
設
立
25
周
年
に
際

し
、
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日

電
協
（
以
下
、
協
力
会
）
の
技

術
者
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
を
設
け

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
記
念
式
典
を
開
催

す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
の

中
、
当
日
は
、
代
表
取
締
役
社

長
・
馬
本
英
一
を
は
じ
め
、
日

本
テ
ク
ノ
取
締
役
で
協
力
会
の

会
長
を
務
め
る
阪
口
勇
、
関
連

部
署
の
役
員
が
出
席
し
、
ウ
ェ

ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

て
、
全
国
の
協
力
会
の
技
術
者

と
親
睦
を
深
め
た
。

　

馬
本
社
長
の
あ
い
さ
つ
で

は
、「
25
年
間
、
協
力
会
の
皆

さ
ん
と
日
本
テ
ク
ノ
の
社
員
、

両
方
に
支
え
ら
れ
て
や
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
が
日
本
テ
ク
ノ

の
歩
み
で
す
。
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
の
言
葉
が
伝
え

猪苗代湖の漂着水草回収活動に参加。

馬本社長あいさつの様子。

25周年記念ＣＤ完成！
河 村 隆 一 さ ん が プ ロ デ ュ ー ス

　

２
０
２
０
年
12
月
、
日
本
テ

ク
ノ
の
設
立
25
周
年
を
記
念

し
て
、
同
社
の
イ
メ
ー
ジ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
河
村
隆

一
さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し

た
25
周
年
記
念
Ｃ
Ｄ
「NIHON 

TECHNO CO., LTD. / 25th 
ANNIVERSARY Album

」
が

完
成
し
た
。

　

収
録
曲
は
、
日
本
テ
ク
ノ
の

社
歌
「
届
け
よ
う
君
と
」
や

「
省
エ
ネ
の
達
人
『
企
業
編
』」

の
歴
代
の
テ
ー
マ
曲
な
ど
全

９
曲
。
そ
の
中
で
も
注
目
は
、

河
村
さ
ん
が
、
今
回
の
Ｃ
Ｄ

の
た
め
に
書
き
下
ろ
し
た
新

曲
「Follow me

」。
設
立
25
年

を
迎
え
、
さ
ら
な
る
一
歩
を

踏
み
出
し
た
日
本
テ
ク
ノ
の

姿
を
想
起
さ
せ
る
前
向
き
な

曲
に
な
っ
て
い
る
。

25
周
年
の
感
謝
の

意
を
込
め
、
日
本

テ
ク
ノ
と
河
村

隆
一
さ
ん
が

タ
ッ
グ
を
組

ん
だ
渾
身
の
１

枚
は
聴
き
ご
た

え
が
あ
る
。

天秤棒でふいごな
ど修理道具を携え
「いかけいかけ」
と町中で呼び掛け
て仕事を請ける。
作業するのはその
場。ふいごで炭を
熱し、鉄などを溶
かして鍋や釜の穴
をふさぐ。

行
動

ら
れ
、
続
け
て
ス
マ
ー
ト

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
研
究
な

ど
会
社
の
最
新
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
説
明
が
な

さ
れ
た
。

　

最
後
に
会
長
の
阪
口
か

ら
「
今
後
も
電
気
点
検
簿

な
ど
便
利
な
ツ
ー
ル
を
活

用
い
た
だ
き
な
が
ら
、
効

率
よ
く
、
末
永
く
、
元
気

に
お
仕
事
を
続
け
て
く
だ

さ
い
」
と
の
激
励
の
言
葉

が
伝
え
ら
れ
た
。

https://www.n-techno.co.jp/25th/goods_cd.html
https://www.n-techno.co.jp/25th/goods_cd.html
https://econews.jp/newspaper/imamukashi/
https://www.n-techno.co.jp/recruit/index.html
https://cubicle-hoan.jp/
https://econews.jp/newspaper/denki/index.html
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西
武
池
袋
線
秋
津
駅
の
南
口
正

面
に
構
え
る
の
は
株
式
会
社
キ
ッ

コ
ー
マ
ス
の
所
有
す
る
「
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｋ

Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｓ
│
５
」
ビ
ル
。
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ヘ
ア
サ
ロ
ン
、
居

酒
屋
、
焼
き
肉
店
、
漫
画
喫
茶
な
ど

駅
前
と
い
う
立
地
も
あ
り
多
様
な
テ

ナ
ン
ト
が
全
部
で
８
件
入
る
駅
周
辺

で
は
最
大
級
の
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
だ
。

　

取
締
役
の
板
倉
る
り
こ
さ
ん
が
日

本
テ
ク
ノ
の
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
を
導
入

し
た
の
は
２
０
１
９
年
６
月
。
以
前

は
毎
月
決
ま
っ
た
日
に
ビ
ル
の
屋
上

へ
足
を
運
ん
で
検
針
を
し
、
数
値
を

表
計
算
ソ
フ
ト
で
管
理
・
計
算
、
各

テ
ナ
ン
ト
に
請
求
を
行
っ
て
い
た
。

だ
が
、
こ
の
検
針
方
法
で
は
ど
う
し

て
も
金
額
に
誤
差
が
で
て
し
ま
う
こ

と
や
、
作
業
工
程
の
手
間
が
気
に
な

っ
て
い
た
。
別
の
新
し
い
ビ
ル
を
建

て
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
こ
の
ま
ま
だ

と
検
針
業
務
に
手
が
回
ら
な
く
な
る

と
不
安
に
な
り
、
知
り
合
い
の
工
務

店
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
エ
コ
テ
ナ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
さ
れ
て
導
入

を
決
め
た
。

　
「
テ
ナ
ン
ト
と
い
う
お
客
様
を
抱

え
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
金
額
に

誤
差
が
で
る
こ
と
は
失
礼
に
な
り
ま

す
。
自
動
検
針
に
す
る
こ
と
で
数
字

に
も
安
心
で
き
ま
す
し
、
お
客
様
へ

の
請
求
も
含
め
電
気
関
係
の
こ
と
は

す
べ
て
日
本
テ
ク
ノ
さ
ん
に
対
応
を

任
せ
ら
れ
る
の
で
、
と
て
も
楽
に
な

り
ま
し
た
」
と
板
倉
さ
ん
は
話
す
。

　

し
ょ
う
ゆ
メ
ー
カ
ー
に
多
い
キ
ッ

コ
ー
（
亀
甲
）
の
名
を
冠
し
た
社
名

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
以
前
は
し

ょ
う
ゆ
の
製
造
工
場
を
営
ん
で
い

た
。
現
在
は
、
そ
の
事
業
か
ら
転
向

し
た
が
、
蔵
を
含
め
た
広
大
な
敷
地

は
所
有
し
て
い
る
。
先
代
が
地
域
の

活
性
化
に
役
立
て
た
い
と
不
動
産
業

を
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
今
で

は
秋
津
駅
周
辺
に
12
棟
の
テ
ナ
ン
ト

ビ
ル
と
マ
ン
シ
ョ
ン
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
近
隣
に
は
大
学
が
あ
り
、

商
業
施
設
や
住
居
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
地
域
な
の
だ
。

　
「
以
前
は
し
ょ
う
ゆ
蔵
を
近
く
の

小
学
校
の
児
童
が
見
学
に
訪
れ
た

り
、
近
所
の
方
が
蔵
の
絵
画
を
描
き

に
来
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
も

う
蔵
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら

も
不
動
産
と
い
う
形
で
地
域
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

『エコテナント』とは

　一般的なテナントビ
ルは、ビル全体で一括
受電しているため、電気
料金はビルオーナーが
電力会社へまとめて支
払っている。オーナーは
テナントの使用分を立
て替えるため、個々のテ
ナントに対し、それぞれ
に応じた電気料金を請
求する。そこには子メー
ターの検針、料金算出、
請求管理といった手間
のかかる業務が伴う。
　『エコテナント』はオ
ーナーをわずらわせて
いたそれらの業務をす
べて代行するサービスで
ある。既存の子メーター
は自動検針のスマートメ
ーターに変更され、月々
の使用量は日本テクノに
伝送される。オーナー
とテナントの双方にとっ
て、ともに信頼性を高め
られるシステムである。

《ユーザーレポート》

テナントビル向けサービス

自動検針で数値に安心、電気関係の対応も一任

https://eco-tatsujin.jp/

エ
コ
ノ
ウ
ハ
ウ

　

湯
に
浸
か
っ
た
鹿
が
傷
を
癒

や
し
た
と
い
う
伝
説
が
残
る
三

重
県
三
重
郡
の
鹿
の
湯
ホ
テ

ル
。
温
泉
と
並
ん
で
料
理
も
自

慢
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
提
供

方
法
を
見
直
し
省
エ
ネ
と
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

以
前
は
部
屋
食
だ
っ
た
の
を

食
事
処
で
の
提
供
に
変
え
た
。

す
る
と
各
階
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

に
運
ん
で
い
た
料
理
を
１
カ
所

に
ま
と
め
ら
れ
、
各
所
で
使
用

し
て
い
た
エ
ア
コ
ン
の
稼
働
を

減
ら
せ
た
。
そ
れ
に
よ
り
作
業

効
率
も
改
善
し
、
料
理
を
素
早

く
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【第 279 回】鹿の湯ホテル

食
事
処
で
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
省
エ
ネ
を

　「省エネの達人『企業編』」は、大
きな成果を上げている省エネ活動の
実例動画が視聴できるサイト。数あ
るノウハウの中から今回は、冬場の
旅行を満喫させてくれる宿泊施設の
省エネを２例紹介する。

「省エネの達人」に学ぶ

　

京
都
府
亀
岡
市
、
湯
の
花
温

泉
の
人
気
旅
館
で
あ
る
松
園
荘

保
津
川
亭
は
、
京
都
ら
し
い
や

す
ら
ぎ
の
館
内
演
出
と
省
エ
ネ

を
両
立
さ
せ
て
い
る
宿
。

　

ま
ず
客
室
を
含
め
て
す
べ
て

の
照
明
を
、
調
光
し
や
す
く
消

費
電
力
も
少
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変

え
た
。
そ
れ
を
利
用
し
て
宿
泊

客
に
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
感

じ
て
も
ら
え
る
空
間
を
つ
く
り

出
す
。
時
間
帯
に
応
じ
て
明
る

さ
を
変
え
て
い
く
の
だ
。
常
に

心
地
よ
い
照
度
に
調
整
さ
れ
た

館
内
は
、
電
力
の
無
駄
づ
か
い

も
な
く
し
て
く
れ
る
。

【第 299 回】松園荘 保津川亭

館
内
空
間
の
演
出
と
省
エ
ネ
の
両
立

東京都清瀬市◎ＫＩＫＫＯＭＡＳ－５

　
「
動
か
な
い
会
社
は
、
終
わ
り

で
し
ょ
」。
社
長
の
島
田
陽
嗣
さ

ん
の
そ
の
言
葉
に
、
飽
く
な
き
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
一
端
を
見
た
。

創
業
70
年
。
東
京
都
江
東
区
新
木

場
で
木
材
加
工
業
を
営
む
株
式
会

社
島
田
小
割
製
材
所
の
３
代
目

社
長
は
、
常
に
挑
戦
し
続
け
る

「
動
」
の
人
だ
っ
た
。

　

材
木
業
界
は
流
通
が
確
立
し
て

い
る
た
め
、
昔
な
が
ら
の
や
り
方

を
続
け
る
会
社
が
多
い
。
島
田
さ

ん
は
そ
こ
に
商
機
を
見
出
し
、
関

連
分
野
の
拡
充
に
力
を
注
い
で
い

る
。
木
材
チ
ッ
プ
と
お
が
く
ず
製

品
を
主
体
に
、
毎
年
精
力
的
に
新

商
品
開
発
に
取
り
組
む
。

　

昨
年
も
新
た
に
市
場
へ
送
り
出

し
た
商
品
が
あ
る
。「
非
常
用
・

災
害
用
簡
易
お
が
く
ず
ト
イ
レ
」

（
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
に
て

取
り
扱
い
中
。
２
８
９
３
ポ
イ
ン

ト
、
送
料
込
み
）
だ
。
東
日
本
大

震
災
の
後
に
考
案
し
た
も
の
の
、

人
員
の
問
題
か
ら
開
発
を
断
念
し

た
商
品
だ
っ
た
。
震
災
時
に
２
カ

月
間
、
会
社
の
ト
イ
レ
が
使
え
な

か
っ
た
た
め
、
強
い
水
分
吸
着
、

消
臭
、
抗
菌
効
果
の
あ
る
自
社
の

お
が
く
ず
を
代
用
し
た
の
が
原
型

だ
。
人
も
増
え
、
改
め
て
商
品
化

し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
ト
イ
レ
が
足

掛
か
り
と
な
っ
て
新
規
顧
客
の
拡

大
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
島
田
さ
ん
が
考
え
る
木

材
加
工
の
進
化
は
と
ど
ま
る
と
こ

ろ
を
知
ら
な
い
。

　

そ
ん
な
一
例
が
、「
思
い
出
を

形
に
す
る
」
取
り
組
み
で
あ
る
。

街
路
樹
の
切
り
落
と
し
た
枝
や
、

取
り
壊
し
が
決
定
し
た
学
校
の
桜

の
木
な
ど
を
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど

の
記
念
品
に
加
工
す
る
事
業
だ
。

「
記
念
品
の
仕
事
は
エ
ピ
ソ
ー
ド

も
大
事
に
す
る
た
め
、
や
り
が
い

が
あ
る
」。
そ
う
言
い
な
が
ら
自

ら
が
手
掛
け
た
記
念
品
を
手
に
取

る
島
田
さ
ん
の
目
は
き
ら
き
ら
と

輝
い
て
い
た
。

　
「
古
き
よ
き
」
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
木
材
の
世
界
。
旧
来
の
慣
習
を

重
ん
じ
る
姿
勢
は
大
切
に
し
な
が

ら
、
商
品
開
発
な
ど
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
止
め
ず
に
前
進
を
続
け

て
い
く
同
社
。
今
後
の
展
開
に
注

目
し
て
い
き
た
い
。（
取
材
の
こ

ぼ
れ
話
を
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ

ｅ
ｔ
サ
イ
ト
の
特
集
ペ
ー
ジ
で
紹

介
中
）

端
材
や
お
が
く
ず
な
ど
有
効
利
用

　

保
安
本
部
保
安
部
特

高
管
理
課
は
、
大
規
模
工

場
な
ど
で
使
わ
れ
る
７
０

０
０
㌾  
超
の
特
別
高
圧

（
特
高
）
受
変
電
設
備
の

保
安
管
理
を
、
設
備
の
設

置
者
よ
り
請
け
負
っ
て
い

ま
す
。
電
気
事
業
法
で
は

設
置
者
が
自
ら
の
組
織
で

有
資
格
者
（
電
気
主
任
技

術
者
）
を
管
理
者
と
し
て

選
任
す
る
よ
う
定
め
て
い

ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
に
よ
り
電
気
主
任
技
術

者
を
選
任
す
る
の
が
難
し

い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
場
合
に
は
外
部
の

電
気
主
任
技
術
者
を
常
駐

さ
せ
る
外
部
選
任
制
度
が

利
用
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
社
は
設
置

者
か
ら
委
託
を
受
け
、
日

本
テ
ク
ノ
社
員
の
電
気
主

任
技
術
者
を
管
理
者
と
し

て
常
駐
さ
せ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
10
月
時
点
の

常
駐
先
は
大
規
模
工
場
、

太
陽
光
や
風
力
発
電
所
な

ど
全
国
25
カ
所
で
す
。

　

設
置
者
側
の
外
部
選
任

の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
自

社
（
設
置
者
）
の
電
気
主

任
技
術
者
に
急
な
離
職
な

ど
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、

有
資
格
者
の
採
用
に
悩
む

必
要
が
な
い
点
で
す
。
電

気
主
任
技
術
者
は
絶
対
数

が
少
な
く
、
か
つ
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
と
い
わ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
電
気
主

任
技
術
者
の
採
用
は
年
々

難
し
く
な
っ
て
お
り
、
時

間
や
手
間
が
か
か
り
ま
す

が
、
外
部
選
任
に
す
れ
ば

そ
れ
ら
を
省
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
常
駐
勤

務
な
の
で
、
電
力
会
社
や

経
産
省
の
産
業
保
安
監
督

部
と
の
交
渉
業
務
に
当
た

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◉

　

外
部
選
任
制
度
に
よ
る

管
理
者
の
問
い
合
わ
せ

は
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
日
本
テ
ク
ノ
は
電
気

の
保
安
管
理
を
全
国
で
展

開
し
て
お
り
、
そ
こ
が
当

社
の
強
み
な
の
で
し
ょ

う
。
お
客
様
の
中
に
は
全

国
に
特
高
の
施
設
を
持
っ

て
い
る
た
め
、
当
社
を
選

ん
だ
と
い
う
会
社
も
あ
り

ま
す
。

　

現
在
、
で
き
る
限
り
数

日本テクノ
社員群像
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日本テクノ日本テクノ
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日本テクノ日本テクノ
社員群像

日本テクノ
社員群像

各部署キーパーソンが語る 大
規
模
電
気
設
備
の

保
安
管
理
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

ギフトストリートの 逸品

　

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
（
ギ
フ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
）
は
日
本
テ
ク
ノ
の
お
客
様
向
け
サ

ー
ビ
ス
。
同
社
発
行
の
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
、
サ
イ
ト
内
の
商
品
（
ギ
フ
ト
）

と
交
換
で
き
る
。
こ
こ
で
は
掲
載
商
品
の
中
か
ら
、
こ
だ
わ
り
の
「
逸
品
」を
、
提
供

企
業
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
く
。

《 問い合わせ先 》

03-5909-7019
（受付時間 平日9:30～17:00）

旧慣の重んじられる材木業界でも
イノベーションを止めず進む

島田小割製材所
─ 　　 簡易おがくずトイレ ─非常用

災害用

【
セ
ッ
ト
内
容
】
お
が
く
ず
（
30

回
分
）、
ポ
リ
袋
５
枚
、
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
１
セ
ッ
ト
、
計
量
用
カ
ッ

プ
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
１
ロ

ー
ル
、
デ
オ
ド
バ
ッ
グ
１
袋

以前運営していた「しょうゆ蔵」（２００２年）。

　

経
済
産
業
省
お
よ
び
中
小
企
業
庁

で
は「
経
営
資
源
引
継
ぎ
支
援
事
業
」

を
は
じ
め
、
企
業
の
事
業
承
継
支
援

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
打
撃
を
受
け
た
企
業
の

倒
産
や
廃
業
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
た
め
、
事
業
者
の
財
務
基
盤
を
強

化
す
る
特
別
融
資
な
ど
も
用
意
し
て

い
る
。
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
金
融

機
関
や
商
工
会
議
所
な
ど
民
間
の
企

業
や
団
体
も
事
業
承
継
専
用
相
談
窓

口
を
設
け
る
な
ど
中
小
企
業
の
生
き

残
り
に
一
層
の
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

日
本
テ
ク
ノ
も
、
後
継
者
不
在
な

ど
の
事
業
承
継
問
題
を
抱
え
た
お
客

様
に
対
し
、
Ｍ
＆
Ａ
、
資
本
提
携
、

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
化
な
ど
、
多
彩

な
手
法
で
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ
ａ

ｐ
」
を
展
開
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま

な
業
種
の
お
客
様
同
士
を
つ
な
ぐ
マ

ッ
チ
ン
グ
を
通
じ
、
双
方
の
経
営
者

や
従
業
員
の
明
る
い
未
来
の
た
め

に
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
と
も
に
考

え
る
事
業
で
あ
る
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ
ａ
ｐ
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
検
討
し
た
い
企
業
は
、
ま
ず
サ

イ
ト
上
で
登
録
を
行
う
。
登
録
条
件

は
日
本
テ
ク
ノ
の
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る

こ
と
。
本
サ
ー
ビ
ス
の
目
的
が
「
既

存
の
お
客
様
に
対
し
、
新
た
な
価
値

を
と
も
に
探
し
て
い
く
」
こ
と
に
あ

る
か
ら
だ
。
ま
た
電
気
に
関
す
る
川

上
か
ら
川
下
ま
で
の
一
貫
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
や
、
と
も
に
省
エ
ネ
活

動
に
取
り
組
む
姿
勢
な
ど
を
間
近
に

見
て
い
る
お
客
様
だ
か
ら
こ
そ
確
か

な
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
、
最
適
な
提
案

も
で
き
る
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ
ａ
ｐ
で
は
、
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
に
求
め
ら
れ
る
資

産
査
定
な
ど
の
専
門
的
で
シ
ビ
ア
な

立
場
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
よ
り
重

視
し
て
い
る
要
素
が
あ
る
。
ト
ッ
プ

同
士
の
人
柄
的
な
相
性
を
見
極
め

「
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
」
を
描
く
こ
と

で
「
人
と
人
を
結
び
つ
け
て
い
く
こ

と
」
だ
。
経
営
指
標
だ
け
で
は
判
断

で
き
な
い
経
営
者
の
「
思
い
」
な
ど

複
雑
な
事
情
を
く
み
取
っ
て
マ
ッ
チ

ン
グ
を
進
め
て
い
く
。
目
指
し
て
い

る
の
は
、双
方
の
利
益
を
最
大
化
し
、

統
合
後
の
成
長
戦
略
を
促
進
で
き
る

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
で
あ
る
。

　

そ
し
て
最
大
の
特
長
は
「
最
良
の

お
相
手
を
探
す
力
」
で
あ
る
。
直
接

取
引
の
あ
る
６
万
件
以
上
の
お
客
様

か
ら
え
り
す
ぐ
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を

探
せ
る
こ
と
が
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ
ａ
ｐ

の
最
大
の
強
み
。
事
業
運
営
の
今
後

に
つ
い
て
悩
み
を
持
っ
て
い
る
経
営

者
、
あ
る
い
は
他
業
種
と
の
シ
ナ

ジ
ー
な
ど
で
自
社
の
成
長
を
図
り
た

い
企
業
な
ど
の
登
録
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
日
本
テ
ク
ノ

の
営
業
担
当
ま
た
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
専
任
チ
ー
ム
へ
。

【
報
告
】
株
式
譲
渡
契
約
締
結

　

昨
年
10
月
29
日
、
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ

ａ
ｐ
の
仲
介
に
よ
る
株
式
譲
渡
契
約

が
成
立
し
、
日
本
テ
ク
ノ
本
社
に
て

両
社
社
長
に
よ
る
調
印
式
が
執
り
行

わ
れ
た
。

　

譲
渡
企
業
は
有
限
会
社
ア
サ
ヒ

金
型
（
群
馬
県
）、
譲
受
企
業
は
株

式
会
社
徳
永
（
栃
木
県
）。
譲
渡
の

経
緯
や
日
本
テ
ク
ノ
に
よ
る
仲
介
の

メ
リ
ッ
ト
な
ど
詳
細
は
本
紙
次
号
に

て
紹
介
予
定
。

ビジネスマッチング
サービス展開中

信 頼 で 人 と 人 を 結 び つ け る

https://gift-map.jp/

多
く
の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
電
気
主

任
技
術
者
の
育
成
を
進
め

て
い
ま
す
。
管
理
者
と
し

て
常
駐
す
る
た
め
に
は
、

単
に
資
格
を
持
つ
だ
け
で

な
く
、
常
駐
先
で
さ
ま
ざ

ま
な
事
態
に
対
応
で
き
る

よ
う
実
務
に
精
通
し
た
人

材
に
育
て
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
電
気
取
扱
特
別
教

育
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

当
社
研
修
施
設
（
ソ
ー

ラ
ー
パ
ワ
ー
ビ
ル
、
神
奈

川
県
相
模
原
市
）
で
の
研

修
、
現
場
で
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を

含
め
広
範
な
教
育
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
社
は
千
葉
県
袖
ケ
浦
市

と
新
潟
県
上
越
市
に
発
電

所
を
所
有
し
て
い
る
た

め
、
社
内
で
実
務
経
験
を

積
め
る
と
い
う
利
点
も
あ

り
ま
す
。

　

今
後
、
太
陽
光
や
風
力

発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
高
ま
り

に
伴
い
、
問
い
合
わ
せ
や

依
頼
が
増
加
す
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。人
材
の
確
保
・

育
成
を
さ
ら
に
進
め
、
引

き
続
き
お
客
様
の
ご
要
望

に
応
え
ら
れ
る
体
制
を
整

備
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

保安本部 保安部 特高管理課
課長　小野 勉

https://gift-map.jp/
https://gift-map.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20151104.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20160323.html
https://www.gift-street.com/
https://www.gift-street.com/products/detail/1535
https://eco-tenant.jp/case/index.html
http://www.eco-tenant.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/
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https://www.gift-street.com/
https://www.gift-street.com/
https://gift-map.jp/
https://gift-map.jp/
https://www.n-techno.co.jp/service/demand.html
https://www.n-techno.co.jp/service/mypage.html
https://kankyo-ichiba.jp/
https://service.n-techno.co.jp/
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　高圧受変電設備（キュービクル※など）は、電気事業法に基づき、安全確保のため定められた頻度で保安点検を実施する必
要がある。日本テクノは当社所属の電気管理技術者による点検に加え、日本テクノ協力会・日電協所属の電気管理技術者を顧
客に紹介することで、電気の安全を支えている。人の経験・知見を生かした点検・確認に加え、自動監視装置である主装置
ES SYSTEMも 24時間 365日高圧受変電設備を監視する。そのシステムは異常の把握や、万一の停電などを即座に検知し、
自動通報を行うものだ。そうした保安管理業務を日本テクノおよび日本テクノ協力会・日電協所属の電気管理技術者に託して
いるお客様数は2020 年 10 月時点で全国約 5万件以上ある。この特集では、電気の安全を支える当社の監視システムなどを
解説すると同時に、冬場に気を付けたい電気事故、事故対応事例などについて紹介する。

確かな信頼と安心を提供する電気保安管理

緊急対応ネットワーク「O
オ ア シ ス

ASIS」

情報管理システム「F
フ ォ ー カ ス

OCUS」

　
「
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
」
は
「Open 

Access System Indicated for 
client Support

」
の
略
。

　

日
本
テ
ク
ノ
グ
ル
ー
プ
は
、

協
力
会
の
技
術
者
お
よ
び
全
国

１
７
０
０
社
以
上
の
協
力
工
事

会
社
と
連
携
し
て
い
る
。
緊
急

応
動
が
必
要
な
と
き
、
監
視
セ

ン
タ
ー
は
ま
ず
設
備
を
担
当
す

る
技
術
者
に
依
頼
す
る
が
、
担

当
が
対
応
で
き
な
い
場
合
は
Ｏ

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
、
事
業
場

の
最
も
近
く
に
い
る
第
２
候

補
、
第
３
候
補
の
電
気
管
理
技

術
者
に
連
絡
し
、
対
応
を
要
請

す
る
。

　

ま
た
、
現
場
で
改
修
工
事
が

必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
近

く
の
協
力
工
事
会
社
を
検
索
し

対
応
要
請
。電
気
設
備
の
復
旧
・

改
修
を
迅
速
化
し
、
損
害
の
最

小
化
に
努
め
る
体
制
を
構
築
し

て
い
る
。

　
「
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
」
は
、
日

本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協

に
所
属
す
る
電
気
管
理
技
術

者
が
保
安
管
理
業
務
を
実
施

す
る
事
業
場
の
業
種
や
規
模

に
応
じ
て
、
算
定
が
必
要
な

換
算
係
数
を
管
理
し
て
い
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

換
算
係
数
以
外
に
も
、
お

客
様
の
事
業
場
か
ら
一
定
の

範
囲
に
い
る
技
術
者
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
統
括
的

に
管
理
す
る
。
そ
う
し
た
管

理
情
報
を
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
で
、
万
が
一
の
際
、
最

短
距
離
で
現
場
に
到
達
で
き

る
技
術
者
を
選
定
し
て
お
く

こ
と
も
で
き
る
。

　

こ
の
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

の
適
切
な
運
用
に
よ
っ
て
、

常
に
均
質
な
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
体
制
を
維
持
し
て

い
る
。

冬
場
に
気
を
付
け
た
い
電
気
事
故

保安管理緊急対応事例保安管理緊急対応事例
　

２
０
１
１
年
11
月
、
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
な
ど
を
処
理
す
る
株
式

会
社
丸
恵
原
田
商
会
（
北
海

道
札
幌
市
）
で
落
雷
に
よ
る
停

電
事
故
が
起
き
た
。
担
当
技
術

者
・
酒
井
満
が
現
場
へ
急
行
し
、

破
損
箇
所
の
特
定
や
復
旧
へ
の

段
取
り
を
的
確
に
進
め
、
被
害

は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
た
。

　
　
　

◆　
　
　
　

◆

　
「
あ
の
日
は
、
夜
中
１
時
く

ら
い
か
ら
雷
が
激
し
く
鳴
り
、

近
く
で
発
生
し
て
い
る
の
が
わ

か
り
ま
し
た
」
と
専
務
取
締
役

の
清
水
浩
明
さ
ん
は
振
り
返

る
。
幸
い
自
宅
は
事
務
所
の
上

に
あ
り
何
か
あ
れ
ば
現
場
へ
す

ぐ
駆
け
つ
け
ら
れ
る
。

　

２
時
過
ぎ
、
ド
ン
と
い
う
音

と
と
も
に
停
電
が
起
き
た
。
だ

が
外
灯
な
ど
は
つ
い
て
い
る
。

雷
は
敷
地
内
に
落
ち
て
周
囲
に

地面から伝わってくる誘導雷とみられる落雷事故、キュービクル内部が激しく損傷

迅速対応で即日の仮復旧、入荷時の支障は最小限

調
達
が
進
め
ら
れ
る
中
、
夜
が

明
け
て
協
力
工
事
会
社
が
現
場

に
到
着
し
た
。
取
り
寄
せ
た
Ｖ

Ｔ
と
Ｃ
Ｔ
を
交
換
し
、
仮
復
旧

し
た
の
は
12
時
30
分
だ
っ
た
。

　

も
う
１
つ
交
換
が
必
要
な
動

力
用
変
圧
器
は
電
材
店
に
も
在

庫
が
な
く
、
完
全
復
旧
は
５
日

後
に
な
っ
た
が
、
く
ず
鉄
を
受

け
入
れ
る
際
に
欠
か
せ
な
い
計

量
器
は
仮
復
旧
で
稼
働
で
き

た
。「
受
け
入
れ
は
、
先
方
の

都
合
に
よ
る
た
め
時
間
や
入
荷

量
が
予
測
で
き
ず
、
計
量
器
が

仕
事
の
生
命
線
と
い
え
ま
す
。

く
ず
鉄
を
破
砕
す
る
動
力
部
分

の
仕
事
は
あ
る
程
度
調
整
で
き

る
の
で
、
計
量
器
が
す
ぐ
使
え

た
の
は
不
幸
中
の
幸
い
で
し

た
」
と
清
水
さ
ん
は
話
す
。

落雷によって破損したVT（計器用変圧器）。

北海道札幌市 ◉ 株式会社　丸恵原田商会

日本テクノの
電気保安管理

特集

　

Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
は
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
な
ど
に
設
置
す
る
主
装
置
で
、
稼
働
状

況
を
24
時
間
監
視
す
る
。
全
停
電
、
瞬

時
電
圧
低
下
、
漏
電
、
ト
ラ
ン
ス
温
度

な
ど
電
気
事
故
に
つ
な
が
る
異
常
を
検

知
し
、
登
録
し
た
お
客
様
連
絡
先
な
ど

へ
自
動
音
声
で
通
報
す
る
。
ま
た
電
力

会
社
が
提
供
す
る
電
子
式
電
力
量
計
と

連
動
し
、
電
気
料
金
を
決
定
す
る
30
分

の
最
大
需
要
電
力
デ
マ
ン
ド
値
や
使

用
電
力
量
の
計
測
機
能
も
あ
る
。

４
つ
の
監
視
機
能
は
、
以
下

の
通
り
。全

停
電

監視
　

停
電
を
検
知
し
、

日
本
テ
ク
ノ
の
監
視

セ
ン
タ
ー
へ
自
動
通

報
。
お
客
様
指
定
の

連
絡
先
に
知
ら
せ

る
と
と
も
に
、
設
備

担
当
の
電
気
管
理

技
術
者
が
迅
速
に
応

動
す
る
。

　

１
件
の
停
電
事
故

が
、
同
じ
地
区
の
５

０
０
〜
１
０
０
０
件
に

ま
で
波
及
し
て
し
ま
う

場
合
が
あ
る
。
自
社
お
よ

び
周
辺
施
設
へ
の
損
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
24
時

間
３
６
５
日
の
監
視
体
制
を
整
え
て

い
る
。瞬

時
電
圧
低
下

監視
　

瞬
時
電
圧
低
下
と
は
、
突
発
的
に
ご

く
短
時
間
、
電
圧
が
低
下
す
る
現
象
。

電
圧
が
低
下
す
る
こ
と
で
精
密
機
械
や

情
報
機
器
へ
影
響
を
及
ぼ
し
、
多
大
な

損
失
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
。

主装置E
イーエス

S S
シ ス テ ム

YSTEMの監視機能

　

瞬
時
電
圧
低
下
監
視
機
能
は
、
電
源
供

給
電
圧
が
80
％
に
低
下
し
た
状
態
で
０
・

03
秒
継
続
し
た
場
合
に
作
動
し
、
素
早

く
お
客
様
連
絡
先
へ
通
報
す
る
こ
と
で
、

機
器
停
止
に
よ
る
業
務
へ
の
支
障
な
ど

が
軽
減
で
き
る
。

漏
電

監視　

漏
電
と
は
、
電
線
や
電
気
設
備
の
絶

縁
不
良
に
よ
り
、
電
気
が
ほ
か

に
漏
れ
流
れ
る
現
象
。
放
置

し
て
い
る
と
、
漏
電
火
災

や
感
電
な
ど
重
大
な
事
故

に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

漏
電
監
視
機
能
は
、

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
絶

縁
状
況
を
常
に
見
守

り
、
漏
電
値
が
設
定

値
を
超
過
し
た
場

合
、
監
視
セ
ン
タ
ー

と
担
当
技
術
者
へ

自
動
通
報
。
人
の
目

で
は
確
認
で
き
な
い

漏
電
を
正
し
く
検
知

す
る
。ト

ラ
ン
ス
温
度

監視

　

ト
ラ
ン
ス
（
変
圧
器
）
は

電
気
の
使
い
過
ぎ
や
ト
ラ
ン
ス

オ
イ
ル
（
絶
縁
油
）
の
劣
化
な
ど
で
温

度
異
常
を
起
こ
す
場
合
が
あ
り
、
そ
れ

が
頻
発
す
る
と
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
全
体
の

故
障
や
事
故
に
つ
な
が
る
。

　

ト
ラ
ン
ス
温
度
監
視
機
能
は
、
過
去

の
デ
ー
タ
を
も
と
に
ト
ラ
ン
ス
温
度
を

監
視
し
、
異
常
が
あ
れ
ば
監
視
セ
ン
タ

ー
と
担
当
技
術
者
に
自
動
通
報
。
ト
ラ

ン
ス
交
換
時
期
の
目
安
が
わ
か
り
、
故

障
や
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
。

電
気
事
故
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

均
質
な
サ
ー
ビ
ス
品
質
を
支
え
る

日本テクノ協力会・日電協
　

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日

電
協
（
以
下
、協
力
会
）
は
、

電
気
保
安
分
野
で
活
躍
す
る

電
気
管
理
技
術
者
・
電
気
主

任
技
術
者
の
団
体
で
、
経
済

産
業
省
産
業
保
安
監
督
部
よ

り
外
部
委
託
承
認
申
請
の
承

認
を
得
た
会
員
１
２
８
８
人

で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
２
０

２
０
年
10
月
時
点
・
全
国
57

拠
点
86
グ
ル
ー
プ
）。
協
力

会
の
技
術
者
は
、
日
本
テ
ク

ノ
か
ら
紹
介
を
受
け
、
保
安

点
検
業
務
を
受
託
し
て
い

る
。

　

協
力
会
で
は
、
自
家
用
電

気
工
作
物
の
保
安
管
理
、
保

守
点
検
を
行
う
の
は
む
ろ
ん

の
こ
と
、
調
査
研
究
や
講
習

な
ど
を
通
じ
、
電
気
保
安
に

関
す
る
技
能
の
向
上
に
努
め

て
い
る
。

　

ま
た
、
協
力
会
で
は
電
気

管
理
技
術
者
の
職
務
倫
理
の

確
立
、
技
術
の
向
上
な
ど
を

図
り
、
各
自
が
有
し
て
い
る

技
術
の
研
鑽
結
果
を
グ
ル
ー

プ
会
に
お
い
て
発
表
、
情
報

交
換
す
る
場
を
適
宜
設
け
て

い
る
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
知

識
や
技
術
を
広
く
日
常
の
管

理
業
務
の
中
に
生
か
す
と
と

も
に
、
需
要
家
の
要
望
に
的

確
に
即
応
し
て
い
く
た
め
、

組
織
的
な
活
動
を
常
に
行
っ

て
い
る
。

技
能
向
上
を
怠
ら
な
い
技
術
者
集
団

　

雪
に
起
因
す
る
事
故

　

冬
季
の
電
気
事
故
は
主
に
積
雪

に
起
因
し
て
い
る
。
積
雪
倒
木
に

よ
る
電
柱
の
折
損
・
倒
壊
や
、
同

じ
く
積
雪
に
よ
る
高
圧
線
や
送
電

線
の
断
線
な
ど
だ
。

　

構
内
に
電
線
を
張
り
巡
ら
せ
た

事
業
場
で
は
こ
う
し
た
リ
ス
ク
が

高
ま
る
。
す
ぐ
に
で
き
る
対
策
は

な
い
が
、
雪
の
多
い
地
域
で
は
電

線
の
地
中
化
を
検
討
す
る
の
も
１

つ
の
方
法
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
監
視
セ
ン
タ
ー
が

２
０
１
９
年
１
〜
３
月
に
受
信
し

た
停
電
通
報
は
計
３
３
１
２
件
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
送
電
網
遮
断
な

ど
電
力
会
社
側
起
因
の
停
電
は
３

２
２
３
件
、
事
業
場
の
設
備
起
因

の
停
電
は
89
件
で
あ
っ
た
。

　

事
業
場
の
設
備
起
因
の
停
電
に

は
「
吹
雪
で
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
内
部

に
雪
が
堆
積
し
停
電
」（
北
海
道

札
幌
市
）「
重
機
で
除
雪
作
業
中
、

高
圧
ケ
ー
ブ
ル
を
損
傷
し
停
電
」

（
北
海
道
札
幌
市
）
な
ど
が
散
見

さ
れ
た
。
積
雪
量
の
多
い
事
業
場

は
注
意
が
必
要
だ
。

日
本
海
側
で
は
雷
に
注
意

　

ま
た
、
冬
の
日
本
海
側
で
は
雷

が
多
く
発
生
す
る
。

　

冬
の
積
乱
雲
は
、
日
本
海
を
流

れ
る
相
対
的
に
暖
か
い
対
馬
海
流

の
海
面
に
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
冷

　

落
雷
対
策
と
し
て
は
「
建
物
に

避
雷
針
を
設
置
す
る
こ
と
」「
電

線
や
通
信
線
か
ら
の
雷
電
流
の
侵

入
を
防
ぐ
た
め
、
避
雷
器
を
取
り

付
け
る
こ
と
」な
ど
が
効
果
的
だ
。

　

特
に
パ
ソ
コ
ン
な
ど
電
子
機
器

は
雷
な
ど
で
起
き
る
強
い
電
流
や

高
電
圧
に
弱
く
、
機
器
の
中
に
流

れ
込
む
と
デ
ー
タ
消
失
な
ど
の
被

害
を
受
け
て
し
ま
う
。
万
一
の
事

態
に
備
え
対
策
し
て
お
き
た
い
。

た
い
空
気
が
流
れ
込
む

こ
と
で
発
生
す
る
。
冬

の
積
乱
雲
は
夏
よ
り
雲

の
厚
み
が
薄
い
が
、
そ

の
中
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

凝
縮
さ
れ
る
た
め
、
強

い
雷
が
発
生
す
る
こ
と

に
な
る
。
日
本
海
側
の

冬
の
雷
は
「
一
発
雷
」

と
呼
ば
れ
、
落
雷
回
数

は
少
な
い
な
が
ら
場
合

に
よ
っ
て
は
夏
の
雷
の

約
１
０
０
倍
の
パ
ワ
ー

を
持
つ
こ
と
も
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
だ
。

TOPICS
復
旧
ま
で
の
経
緯

は
波
及
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

監
視
セ
ン
タ
ー
で
も
同
時
に

異
常
は
検
知
さ
れ
て
い
た
。
セ

ン
タ
ー
か
ら
連
絡
を
受
け
た
技

術
者
の
酒
井
は
、
す
ぐ
に
駆
け

つ
け
る
。
現
場
ま
で
車
で
30
分

の
距
離
。
到
着
後
、
即
座
に
キ

ュ
ー
ビ
ク
ル
を
点
検
し
た
。
扉

を
開
け
る
と
、
内
部
が
激
し
く

破
損
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
地

面
か
ら
落
雷
が
伝
わ
っ
て
く
る

「
誘
導
雷
」
の
可
能
性
を
示
す

も
の
だ
っ
た
。
調
査
の
結
果
、

Ｖ
Ｔ
（
計
器
用
変
圧
器
）、
Ｃ

Ｔ
（
計
器
用
変
流
器
）、
動
力

用
変
圧
器
が
損
傷
し
て
い
る
の

が
わ
か
っ
た
。
酒
井
は
監
視
セ

ン
タ
ー
へ
協
力
工
事
会
社
の
手

配
を
要
請
し
た
。

　

復
旧
工
事
に
向
け
て
の
部
材

02：24 停電発生。
03：00  日本テクノ監視センターから担当技術

者へ緊急応動要請。
03：30 VT、CT、動力用変圧器の損傷を確認。
08：30 協力工事会社が現場に到着。
12：30 停電仮復旧作業完了。

※変圧器取り寄せのため全面復旧は後日

※キュービクル
金属製の立方体の内部に変
圧器などの機器類が収納さ
れた閉鎖型の受変電設備を
いう。正式には「キュービク
ル式高圧受電設備」（JIS C 
4620 規定）で、これを短
縮してキュービクルと呼ぶ。

https://www.n-techno.co.jp/service/security.html
https://www.n-techno.co.jp/service/security.html
http://www.n-techno.org/wp/?hoan=hoan-case
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※ くらしに役立つエコな知恵やアイデアを募集しています。ご応募いただ
いた方の中から抽選で毎月20名様に、「のびのびエコ軍手」をプレゼン
ト！　投稿内容は選考のうえ、本紙またはウェブサイトにてご紹介させて
いただきます。応募方法〈ハガキ〉ご住所とお名前を明記のうえ、日本テク
ノ「おばあちゃんの知恵袋」係までお送りください。〈WEB〉上記ウェブサ
イトにて必要事項を明記のうえ、ご応募ください。

くらしに役立つメルマガ配信中！！

おばあちゃんのエコクッキングレシピやお掃除法、エコグッズのつ
くり方など、エコな生活の知恵が盛りだくさんなサイトからメール
マガジンを発行しています。読者限定のコラムやサイト更新案内
など、楽しい雑学や豆知識が満載のメルマガに、ぜひご登録くだ
さい。お申し込みは下記のサイトから受け付けています。

検 索

https://econews.jp/idea/
おばあちゃんの知恵袋　日本テクノ

冷え症対策

タテのカギ、ヨコのカギをヒントにマスを埋めていきます。水色の二重囲みマスに入る5文字を組み
合わせ電気に関連する言葉をつくります。その言葉が解答です。
〈ヒント〉目的に応じて電圧を上げたり下げたりする電気機器。トランスまたは変成器ともいう。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
皆
さ
ん
か

ら
多
く
の
知
恵
を
紹
介
い
た
だ

き
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
本
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
こ
の
季
節
、
寒
さ
が
身

に
染
み
ま
す
ね
。
手
先
や
足
先

が
冷
た
く
な
る
、
冷
え
る
と
温

ま
り
に
く
い
と
い
う
人
が
多
く

な
る
時
季
で
す
。
今
回
は
そ
ん

な
冷
え
症
の
原
因
と
改
善
法
を

紹
介
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

冷
え
症
と
は
、
血
液
の
流
れ

が
悪
い
た
め
毛
細
血
管
へ
温
か

い
血
液
が
十
分
届
か
ず
、
血
管

が
収
縮
し
、
手
足
な
ど
が
冷
え

る
状
態
の
こ
と
。
そ
こ
に
は
日

頃
の
生
活
習
慣
が
大
き
く
か
か

わ
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
は
運
動
不
足
。
代
謝
を

低
下
さ
せ
、
血
液
の
循
環
を
悪

く
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
筋

肉
量
が
少
な
い
と
体
内
で
熱
を

う
ま
く
生
産
で
き
ず
、
体
を
温

め
ら
れ
ま
せ
ん
。特
に
女
性
は
、

男
性
よ
り
も
筋
肉
量
が
少
な
い

の
で
熱
を
つ
く
り
に
く
く
冷
え

や
す
い
体
質
の
人
が
多
く
な
り

ま
す
。
そ
し
て
食
生
活
。
冷
た

い
物
や
甘
い
物
な
ど
の
食
べ
過

ぎ
や
食
事
制
限
を
伴
う
過
度
な

ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
で
、
ビ
タ
ミ

ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
不
足
す
る

と
、
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
に
な
っ

て
循
環
が
悪
く
な
り
、
体
を
冷

や
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
冷
え
症
を
改
善
す
る

に
は
、
血
行
を
よ
く
す
る
こ
と

が
一
番
。
手
軽
に
で
き
る
対
策

は
入
浴
で
す
。
38
〜
40
℃
く
ら

不安や悩みを和らげる「論理情動行動療法」

　

こ
こ
ろ
の
疲
れ
を
誘
発
す
る
要
因

に
、
極
端
な
信
念
や
過
度
の
こ
だ
わ

り
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ
う
し
た

気
持
ち
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
心
理

療
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

メ
ン
タ
ル
不
調
の
原
因
の
１
つ

に
、
適
切
で
は
な
い
認
知
が
あ
り
ま

す
。
簡
単
に
い
う
と
、
思
い
込
み
や

歪
ん
だ
認
識
の
こ
と
で
、
小
さ
な
こ

と
を
大
き
く
受
け
止
め
過
ぎ
た
り
、

物
事
を
白
黒
は
っ
き
り
捉
え
過
ぎ
た

り
、
過
剰
な
こ
だ
わ
り
を
持
つ
と
い

っ
た
気
持
ち
で
す
。
こ
の
適
切
で
な

い
認
知
が
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す

く
さ
せ
る
の
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
ア
ル
バ
ー

ト
・
エ
リ
ス
は
、
適
切
で
な
い
認
知

を
非
合
理
的
信
念
と
名
づ
け
、
不
安

を
和
ら
げ
る「
論
理
情
動
行
動
療
法
」

を
提
唱
し
ま
し
た
。
そ
の
一
番
の
ポ

イ
ン
ト
は
「
〜
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」「
絶
対
に
〜
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
な
ど
、
思
い
込
み
か
ら
生
ま

れ
る
非
合
理
的
信
念
の
修
正
で
す
。

　

悩
み
の
多
く
は
事
実
か
ら
生
じ
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
事
実
を
ど
う
受

け
止
め
る
か
と
い
う
信
念
か
ら
生
ま

れ
ま
す
。
そ
の
信
念
や
こ
だ
わ
り
が

非
合
理
な
こ
だ
わ
り
は
変
換

　

例
え
ば
、嫌
わ
れ
る
の
が
恐
く「
す

べ
て
の
人
か
ら
好
か
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
思
っ
て
い
た
人
な
ら
、

考
え
方
を
「
自
分
に
も
好
き
な
人
、

苦
手
な
人
が
い
る
よ
う
に
、
す
べ
て

の
人
に
好
か
れ
る
の
は
難
し
い
」
と

合
理
的
な
思
考
に
変
換
す
る
。
失
敗

を
恐
れ
「
絶
対
に
失
敗
し
て
は
い
け

な
い
」
と
こ
だ
わ
っ
て
い
た
人
な
ら

「
失
敗
を
し
な
い
人
間
は
い
な
い
か

ら
、
失
敗
し
た
と
き
の
フ
ォ
ロ
ー
の

仕
方
を
考
え
よ
う
」
に
改
め
る
。

　

信
念
や
こ
だ
わ
り
が
よ
い
結
果
を

生
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
場
合
に

よ
っ
て
は
不
安
を
感
じ
、
悩
み
の
原

因
に
も
な
り
得
ま
す
。
悩
み
の
根
拠

を
見
つ
め
、
非
合
理
的
な
点
を
探
し

て
論
破
し
、
変
換
し
て
不
安
を
除
き

行
動
を
変
え
る
。
何
か
に
悩
ん
だ
ら

こ
の
方
法
を
思
い
出
し
、
こ
こ
ろ
の

あ
り
方
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

こころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころののののののののの
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《第７回》

危機的状況だからこそ前を向き進む

　

熊
本
県
の
人
吉
・
球
磨
の
地
域

ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
球
磨
焼
酎
は
、

壱
岐
、
薩
摩
、
琉
球
と
並
び
、
日

本
で
４
つ
し
か
な
い
産
地
呼
称
を

認
め
ら
れ
た
焼
酎
で
あ
る
。
こ
の

地
域
は
豊
か
な
自
然
と
清
ら
か
な

水
に
恵
ま
れ
た
場
所
だ
が
、
急
流

の
球
磨
川
が
し
ば
し
ば
洪
水
を
引

き
起
こ
し
、
人
々
の
暮
ら
し
は
災

害
と
隣
り
合
わ
せ
だ
っ
た
。

　

各
地
に
被
害
を
も
た
ら
し
た
令

和
２
年
７
月
豪
雨
で
は
、
７
月
４

日
に
球
磨
川
が
氾
濫
し
、
大
き
な

爪
痕
を
残
し
て
い
る
。
創
業
１
２

０
年
の
歴
史
を
持
つ
人
吉
市
の
高

橋
酒
造
株
式
会
社
で
も
、
従
業

員
の
保
養
施
設
や
保
管
倉
庫
、
社

員
の
自
宅
な
ど
が
被
災
し
た
。
浸

水
し
て
し
ま
っ
た
約
３
万
本
の
商

品
は
廃
棄
処
分
さ
れ
た
。

　
「
そ
れ
で
も
当
社
は
生
産
ラ
イ

ン
に
ダ
メ
ー
ジ
が
な
く
、
被
害
は

軽
微
な
方
で
し
た
。
人
吉
・
球
磨

に
は
、
27
の
酒
蔵
が
あ
り
ま
す
。

う
ち
８
つ
の
蔵
は
被
害
が
大
き

く
、
そ
の
中
の
３
つ
は
酒
造
設
備

日
本
の
た
め
に
、
お
客
様
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
が
で
き
る
こ
と

│
災
害
か
ら
の
復
興
へ
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

環境問
題

常識テ
スト

　環境問題や電気に関する知識レベルを楽しみながらチ
ェックできるこのコーナー。出題範囲は本紙前号（62号）
の掲載記事。会社や学校などで下記の設問を使って、環
境常識テストを実施するのもいい。転載大歓迎。環境知
識の向上に役立ててほしい。

〈答えは記事面右下に掲載〉

a
b
c
d

電気工事士
エネルギー管理士
電気主任技術者
電気通信主任技術者

キュービクルなど一定規模の電気設備
を持つ人は、安全のため監督責任者を
置く必要がある。その保安監督をする
のに取得しなければならない資格は？

Question

4

【４面】テッくんの《電気の資格》Q&A

a
b
c
d

「気候変動×防災」の三位一体
パリ協定
SDGs
仙台防災枠組み

2015年3月に宮城県仙台市で開催され
た第3回国連防災世界会議で、防災行
動に関する国際的指針が採択された。
それは次のうちどれ？

Question

1

【１面】気候変動対策と防災、連携し推進
※破線囲み用語解説欄

a
b
c
d

国際自然保護連合（IUCN）
世界保健機関（WHO）
国連環境計画（UNEP）
世界気象機関（WMO）

本部を開発途上国に置いた最初の国際
機関。1972年の国連人間環境会議の採
択を受け、同年の国連総会で設立が決
定したのは？

Question

2

【２面】ポイント解説シリーズ 環境関連の機関・組織

a
b
c
d

［イ］アンペア［ロ］漏電［ハ］安全
［イ］安全［ロ］漏電［ハ］アンペア
［イ］漏電［ロ］アンペア［ハ］安全
［イ］漏電［ロ］安全［ハ］アンペア

一般家庭では、電力会社などの設置する
［イ］ブレーカー以外に主に［ロ］ブレー
カーと［ハ］ブレーカーの２種類がある。
［イ］［ロ］［ハ］の正しい組み合わせは？

Question

3

【４面】身近な電気のあまり知られていない話

※
内
容
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
が
、
転
載
利
用
な
ど
運
用
の
際
の
責
任
は

小
紙
で
は
負
い
か
ね
ま
す
。
自
己
責
任
の
も
と
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

前号
出典記事

前号
出典記事

前号
出典記事

前号
出典記事

河村隆一さんプロデュース「日本テクノ25周年記念CD」プレゼント

非
合
理
的
で
あ
っ
た
と
き
、
そ
れ
を

修
正
し
て
い
く
心
理
療
法
で
す
。
ま

ず
胸
中
を
見
つ
め
直
し
、
抱
い
た
信

念
が
論
理
に
か
な
っ
て
い
な
い
と
、

自
分
の
こ
こ
ろ
に
指
摘
す
る
。
い
わ

ば
自
分
自
身
に
対
す
る
論
破
で
す
。

そ
の
論
破
を
経
て
合
理
的
な
考
え
方

に
変
換
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
プ
ロ

セ
ス
に
よ
っ
て
不
安
を
取
り
除
く
の

が
論
理
情
動
行
動
療
法
な
の
で
す
。

け
て
い
る
。

　
「
突
然
の
豪
雨
で
人
吉
・
球
磨

の
美
し
い
風
景
は
変
わ
り
果
て
ま

し
た
。
私
た
ち
の
焼
酎
を
消
費
し

て
く
だ
さ
る
旅
館
や
飲
食
店
、
そ

し
て
仲
間
の
酒

蔵
も
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
う

え
に
、
今
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
に
も
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
私
た
ち
は
そ
ん
な
も
の
に
負
け

た
く
な
い
の
で
す
。
危
機
的
状
況

だ
か
ら
こ
そ
、
焼
酎
づ
く
り
の
仲

間
や
人
吉
に
住
む
皆
さ
ん
と
前
を

向
き
、
希
望
を
持
っ
て
進
ん
で
い

き
ま
す
」（
久
保
田
さ
ん
）

　

被
災
前
よ
り
も
魅
力
の
あ
る

街
・
人
吉
に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
、

さ
ら
に
「
美
味
し
い
」
と
喜
ん
で

も
ら
え
る
球
磨
焼
酎
へ
と
進
化
し

て
い
こ
う
。
そ
ん
な
思
い
が
原
動

力
と
な
り
、
高
橋
酒
造
は
今
日
も

焼
酎
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
。

全
壊
と
い
う
状
況
で
す
。
当
社
で

は
、
豪
雨
の
翌
日
か
ら
各
部
署
の

社
員
が
交
代
で
、
周
辺
の
蔵
元
へ

の
支
援
を
中
心
に
復
旧
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
ま
し
た
」（
同

社
お
客
様
創
造
本
部
長
の
久
保
田

一
博
さ
ん
）

　

同
社
の
動
き
は
早
か
っ
た
。
雨

が
収
ま
っ
た
５
日
以
降
は
貯
水
タ

ン
ク
を
活
用
し
、
周
辺
住
民
へ
の

給
水
活
動
を
行
っ
た
の
を
は
じ

め
、
衣
類
、
軍
手
、
靴
、
ス
コ
ッ

プ
な
ど
、
地
域
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
て
支
援
物
資
を
か

き
集
め
、
住
民
の
元
に
届
け
た
。

ま
た
、
災
害
ご
み
を
ト
ラ
ッ
ク
で

回
収
し
、
集
積
所
へ
運
ぶ
な
ど
、

市
民
が
日
常
生
活
に
戻
る
手
助
け

も
行
っ
て
い
る
。

　

７
月
22
日
に
は
７
０
０
０
万
円

の
義
援
金
を
熊
本
県
に
贈
呈
。
さ

ら
に
球
磨
焼
酎
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、「
飲

ん
で
」「
買
っ
て
」「
寄
付
し
て
」

の
３
種
の
応
援
方
法
を
示
し
て
支

援
を
募
る
な
ど
現
在
も
活
動
を
続
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い
の
ぬ
る
め
の
お
湯
で
、
じ
ん

わ
り
汗
を
か
く
く
ら
い
、
長
め

に
つ
か
る
と
い
い
で
す
よ
。
副

交
感
神
経
が
働
い
て
血
管
が
広

が
り
、血
行
が
よ
く
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
運
動
。
軽
い
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
い
い
の
で
、
毎
日
の

生
活
の
中
で
少
し
歩
く
量
を
増

や
し
た
り
、
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ

チ
を
し
た
り
す
る
だ
け
で
も
体

質
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

も
う
１
つ
の
原
因
に
挙
げ
た

食
生
活
で
は
、
食
べ
物
で
体
を

温
め
る
の
が
お
す
す
め
。
食
物

の
中
に
は
、
体
を
冷
や
す
作
用

の
あ
る
陰
性
と
、
温
め
る
陽
性

の
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
を
持
つ
も

の
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
陽

性
の
食
べ
物
は
、
ニ
ン
ジ
ン
や

ゴ
ボ
ウ
と
い
っ
た
根
菜
類
や
、

前
回
も
紹
介
し
た
冬
が
旬
の
リ

ン
ゴ
な
ど
。お
正
月
の
お
餅
も
、

普
通
に
煮
た
り
焼
い
た
り
し
て

温
め
れ
ば
陽
性
の
効
果
が
出
て

き
ま
す
。
た
だ
し
食
べ
過
ぎ
は

い
け
ま
せ
ん
よ
。

① ② ③

④

⑨

⑧⑦

⑩

⑥

⑤

「環境問題常識テスト」の答え ◎ Ｑ１：d ／ Ｑ２：c ／ Ｑ３：a ／ Ｑ４：c 

テクノユーザー

復興への歩み
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こ
ん
な
知
恵
を
ご
提
供

い
た
だ
き
ま
し
た

湯
沸
か
し
ポ
ッ
ト
の
中

に
レ
モ
ン
ス
ラ
イ
ス
を

入
れ
て
お
湯
を
沸
か
す

と
汚
れ
が
落
ち
ま
す
。

＠
ｏｎ
ち
ゃ
ん
さ
ん

被
災
当
事
者
な
が
ら
も
満
身
の
支
援
活
動

「総力を結集してこの苦難に打ち勝ちます」と声を上げる高橋酒造の社員。

100名様
抽選で

① 元日に家族揃って神社へお参りに
行ったよ。

② ピークを抑えることで、使用電力
量を○○ジュン化。

③ 前歯の横のとがった犬歯のことを
別名○○○○歯といいます。

⑤ その赤いの何？ おせち料理にトマ
ト○○ャップは合わないでしょ!
⑧ 空中にキラキラひかる小さな氷の
結晶。ダイヤモンド○○○。

⑨ 冬の次は春、じゃあ冬の前は？

② 争い事がない○○○な世の中に
なりますように。

④ まだシ○○○○を取っていない仕
立てたばかりの晴れ着。

⑥ ぼくのお雑煮には、お○○を５つネ。
⑦ 雨が雪に変わったよ。積もったら
ユ○○ルマつくろうね。

⑨ウサギを追って穴の中「不思議の
国の○○○」。

⑩ 発電所から送電線を通って送られ
てくるもの。

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

※ 収録曲はこのCD
のために河村さん
が書き下ろした新
曲「Follow me」
など全９曲。
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